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本書について

本書では、 Novell® NterpriseTM Linux* Services (NNLS) ソフ ト ウェアについて説明し、 各
サービスのプランニングと インプリ メンテーシ ョ ンに関する指示を提供します。 

本書は、ネッ ト ワーク管理者が次のこ と を実行するのを支援するために作成されました。

インス トール前に NNLS について理解する。

インス トール後にサービスを実装する。

NNLS とそのすべてのコンポーネン ト をインス トールするには、 『Novell Nterprise Linux
Services インス トールガイ ド』 の指示を参照してください。

その他のマニュアル

本書では、 NNLS のファイルサービスや電子メールサービスを開始するこ とに重点を置
いています。 

そのため、 NNLS サービスの設定や保守に関する詳細な情報は提供していません。 ただ
し、それぞれのサービスの管理ガイ ドやマニュアルへの参考になる リ ンクを記載してい
ます。 

マニュアルの表記規則

このマニュアルでは、手順内の操作およびクロス リ ファレンスパス内の項目を区切るた
めに不等号記号 (>) を使用しています。

商標記号 (®、TM など ) は、Novell の商標を示しています。アスタ リ スク (*) はサードパー
ティの商標を示しています。

パス名の表記に円記号 (¥) を使用するプラ ッ ト フォームとスラ ッシュ (/) を使用するプ
ラ ッ ト フォームがあ り ますが、 このマニュアルでは Linux の表記規則に従ってスラ ッ
シュを使用しています。 NetWare® などのよ うに円記号を使用するプラ ッ ト フォームの
ユーザは、 必要に応じてスラ ッシュを円記号に置き換えてください。
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I 製品の概要

Novell NterpriseTM Linux Services 1.0 は、 Red Hat* や SuSE* などの企業向け Linux プラ ッ
ト フォームで動作する包括的なネッ ト ワークサービスを提供します。

このセクシ ョ ンでは、 次の項目について説明します。

11 ページの 「Novell Nterprise Linux Services 1.0 について」

11 ページの 「ネッ ト ワークユーザに対するサービス」

13 ページの 「管理ツールとサービス」

14 ページの 「NetWare リ リース との違い」

Novell Nterprise Linux Services 1.0 について

Novell Nterprise Linux Services (NNLS) 1.0 は、Novell による初の Linux プラ ッ ト フォーム
用サービススイートです。 多数の、 組織にとって非常に有用で強力なネッ ト ワークサー
ビスが含まれています。 これらのサービスの概要については、 11 ページの 「ネッ ト ワー
クユーザに対するサービス」 を参照してください。

現在、 NNLS 1.0 には従来の NetWare® のリ リースに含まれていたすべてのネッ ト ワーク
サービスは含まれていません。 Novell では、 将来 Linux と NetWare の両方に共通する
サービスの提供を予定しています。

ネットワークユーザに対するサービス

12 ページの 図 1 に、 NNLS がネッ ト ワークユーザに提供できるサービス と、 これらの
サービスにアクセスするための方法を示しています。 サービスへのアクセスについて
は、 A 章 「NNLS ユーザサービスのク イ ッ ク リ ファレンス」 (77 ページ ) を参照してくだ
さい。



12   Novell Nterprise Linux Services 概要・プランニング・インプリメンテーションガイド

    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  15 April 2004

図 1 NNLS のユーザサービス

eeee

E

eDirectory
LDAP 

G

A

Windows

B

C

F

 

NNLS

D

A NNLS  

  

 

B Windows NNLS  

 eDirectory LDAP  

 Samba NNLS  

 

C HTTP 

 Novell iPrint  

 Web  

 

D Virtual Office  

  

  

  

E Virtual Office  

 - VO

 - Web  

   

  

 - 1  

  eGuide

F NNLS  

  

 - NNLS GroupWise Collaboration Client  

  (Windows )

 - WebAccess WebMail  

  Web NetMail

 NNLS  

 NetMail

G eDirectory LDAP 

 LDAP  

 eDirectory

Virtual Office



製品の概要 13

    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  15 April 2004

管理ツールとサービス

図 2 に、ネッ ト ワーク上で NNLS サービスを実装および保守するために使用するツール
を示します。 詳細については、 8 章 「管理ツール」 (63 ページ ) を参照してください。

図 2
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NetWare リリースとの違い

Linux と NetWare® の違いよ り、NetWare リ リースで使用できる一部の機能は NNLS では
使用できません。

ログインスクリプト : ログインスク リプ トは、Linux システムに対するユーザアクセ
スの一部ではあ り ません。

ドライブのマッピング : Linux のファイルシステムではド ライブ文字を使用しませ
ん。 ローカルコンピュータ上のファイルシステムを含む他のファイルシステムにア
クセスするには、 マウン トポイン ト を作成してから他のファイルシステムをマウン
ト します。 

これらのマウン トポイン トは、 /etc/fstab ファ イルに含めるこ とによって永続的なも
のにするこ とができます。 詳細については、 fstab のマニュアルページと、 Linux シ
ステムに付属しているマニュアルを参照してください。

ディスク割り当て : 現在、eDirectoryではLinuxホス ト上にあるローカルディ スクの追
跡と制御がサポート されていません。

Novell Client: Novell ClientTM は、NNLS 1.0 ソフ ト ウェアパッケージに含まれていま
せん。
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II ユーザサービス

Novell® NterpriseTM Linux Services のユーザサービスについては、 以下のセクシ ョ ンで説
明します。

1 章 「ファ イルサービス」 (16 ページ )

2 章 「プ リ ン トサービス」 (31 ページ )

3 章 「メ ッセージングサービス」 (37 ページ )

4 章 「Virtual Office」 (47 ページ )

5 章 「eGuide」 (51 ページ )

このセクションの情報の使用

このセクシ ョ ンの情報は、 次の作業に役立ちます。

1. 各サービス とそのサービスが組織にとってどのよ うに役立つかを理解する。

2. 各サービスのインス トールと実装をプランニングする。

NNLS のユーザサービスについて理解した後で、 次のこ とを行う必要があ り ます。

1. 57 ページの 「eDirectory ツ リーのプランニング」 の説明に従って eDirectoryTM ツ リー
をプランニングする。

2. 『Novell Nterprise Linux Services インス トールガイ ド』 の手順に従って NNLS のサー
ビスをインス トールする。 

3. 58 ページの 「ユーザとグループの作成」 に従って、 eDirectory ユーザと その他のオブ
ジェク ト を作成して、 ネッ ト ワークユーザがサービスにアクセスできるよう にする。

4. ファ イルサービスの 26 ページの 「インプ リ メンテーシ ョ ンのヒン ト 」 から始めて、
各サービスのインプリ メンテーシ ョ ンと保守のセクシ ョ ンに目を通す。 

これらのセクシ ョ ンには、 各サービスに関連する作業の概要と、 サービスの詳細を
記載したマニュアルへのリ ンクが含まれています。
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1 ファイルサービス

Novell® NterpriseTM Linux Services (NNLS) のファ イルサービスを使用する と、 Web ベー
スおよびネッ ト ワークベースのファ イルス ト レージをネッ ト ワークユーザに提供でき
ます。

このセクシ ョ ンでは、 次の項目について説明します。

NNLS のファイルサービスコンポーネン トの 「概要」 (16 ページ )

次のこ とを行うための 「プランニング時の注意事項」 (24 ページ )

インス トールするサービスを決定する。

インス トールをプランニングする。

注 : インストールの方法については、『Novell Nterprise Linux Services インストールガイド』を参

照してください。

NNLS をインス トールした後の 「インプリ メンテーシ ョ ンのヒン ト 」 (26 ページ )

「ファ イルサービスの保守」(29 ページ ) と、コンポーネン ト別の管理ガイ ドおよびそ
の他のマニュアルへのリ ンク  

概要

NNLS のファイルサービスコンポーネン トには、 次のものが含まれています。

「Novell iFolder」 (17 ページ ): ローカルでアクセスできるファ イルのマスタコピーを
NNLS サーバに保存する Web ベースおよびネッ ト ワークベースの リ ポジ ト リ
(iFolder® サーバ ) を提供します。

「NNLS の Samba」 (19 ページ ): NNLS サーバのファイルシステムに保存されている
ファ イルへの Windows (CIFS および HTTP-WebDAV) アクセスを提供します。

「Novell NetStorage」 (21 ページ ): Virtual Office の一部と してインス トールされ、
NetWare®、 iFolder、 Samba サービスなど各種のファイルサービスへのネッ ト ワーク
アクセス と Web アクセスを提供します。

注 : NetStorage は、他のファイルサービスへの「アクセス」のみを提供し、直接的なファイルサービス

は提供しません。

NNLS の各ファイルサービスコンポーネン トには互換性があるので、同じ NNLS サーバ
に複数のコンポーネン ト をインス トールできます。
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ファイルサービスの概要の使用

以下のセクシ ョ ンでは、 NNLS の各ファイルサービスコンポーネン トの概要を図で示し
ます。 

これらの図を参照せずにただちにインス トールするコンポーネン ト を決定するには、プ
ランニングセクシ ョ ンの 24 ページの 「ニーズに合う コンポーネン トの決定」 を参照し
ます。 その後で、選択したコンポーネン トの概要に戻るか、 24 ページの 「プランニング
時の注意事項」 の手順を継続します。 

視覚的な説明が必要な場合は、 このセクシ ョ ンで図によるファ イルサービスの概要を参
照してから 24 ページの 「プランニング時の注意事項」 でインス トールするコンポーネ
ン ト を決定します。

Novell iFolder

Novell iFolder は、 ローカルでアクセスできるファ イルのマスタコピーを保存する Web
ベースおよびネッ ト ワークベースのリポジ ト リ (iFolder サーバ ) を提供します。 

ローカルファイルに対する変更を iFolder サーバにあるファ イルに自動的に反映させる
よ うに iFolder コンポーネン ト を設定できます。また、ユーザが Novell NetDrive ( 「Novell
Nterprise Linux Services 1.0 Companion CD」 にあ り ます ) を使用してド ライブを iFolder
サーバに直接マップできるよ うにするこ と もできます。

18 ページの 図 3 に、 iFolder 製品の動作を示します。
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図 3 iFolder の動作
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iFolder には、この図に示されていない次のよう なアクセスオプショ ンや機能があり ます。

Web ブラウザアクセス (iFolder ク ライアン トは不要 )

ポケッ ト PC Web ブラウザアクセス (iFolder ク ライアン トは不要 )

複数の iFolder アカウン トへの同時アクセス

単一の iFolder アカウン トへの共同アクセス

シンク ライアン トのサポート

iFolder、 NetDrive、 およびその他の機能の概要については、 次のマニュアルを参照して
ください。

『Novell iFolder 2.1 Installation and Administration Guide』

『Novell NetDrive 4.1 User Guide』

『Novell iFolder 2.1 ユーザガイ ド』

NNLS の Samba
NNLS の Samba は、 NNLS サーバに保存されているファ イルへの Windows (CIFS および
HTTP-WebDAV) アクセスを提供します。 

ユーザは、CIFS/SMBク ライアン ト (Windowsエクスプローラなど )を使用するか、Windows
エクスプローラおよび Internet Explorer ブラウザの Web フォルダ機能を使用して、NNLS
サーバのファイルにアクセスできます。

20 ページの 図 4 に、 NNLS における Samba の動作を示します。
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図 4 NNLS における Samba の動作

Samba はオープンソースイニシアチブであるため、 概要情報は Web で入手できます。
Samba イニシアチブは、 Linux 以外にも、 Apple* Computer のオペレーティングシステム
など他のプラ ッ ト フォームもサポート しています。 82 ページの 「その他の情報」 を参照
して ください。
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Novell NetStorage

NetStorage は、Virtual Office の一部と してインス トールされ、ネッ ト ワークベースのファ
イルス ト レージへの Web ベースのアクセスを提供します。 

最初、 NetStorage ソ リ ューシ ョ ンは非常に複雑に思えるかもしれません。 しかし、 問題
点がはっき りする と、 設定と使用を簡単に行う こ とができるよ うにな り ます。

一般的なネットワークファイルストレージの問題

ほとんどのネッ ト ワークユーザには、 ファ イルのアクセス と保存に関してそれぞれ好み
の方法があ り ます。 多くの大規模ネッ ト ワークには、 不正なアクセスから保護する必要
があるさまざまなファイルス ト レージシステムが含まれています。 

このよ うな情報時代の状況によって、 次の図に示すよ うな問題が発生します。
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図 5 一般的なネットワークファイルストレージの問題
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NetStorage ソリューション

次の図に示すよ うに、 Novell NetStorage を使用する と、 ユーザはさまざまなアクセスポ
イン トから各種のス ト レージシステムにあるファ イルにアクセスした り、 ファ イルを保
守できます。

図 6 NetStorage の動作

NetStorage の詳細については、 『NetStorage Administration Guide』 を参照して ください。
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プランニング時の注意事項

NNLS に含まれているファ イルサービスコンポーネン ト を 1 つまたは複数インス トール
できます。各コンポーネン トの機能の概要については、 16 ページの 「概要」 を参照して
ください。

ニーズに合うコンポーネントの決定

インス トールするファイルサービスコンポーネン ト を決定するには、 ファ イルサービス
の要件とサービスの持つ機能を比較検討する必要があ り ます。 

表 1 NNLS のファイルサービス機能の分類

要件 iFolder の機能 NNLS 上の Samba の機能 NetStorage の機能

アクセス方法 Windowsエクスプローラ

マップされたドライブ

再接続時に ( ローカルコ

ピーとネットワークコ
ピーの間で ) ファイルを

同期するオフラインアク
セス

Windows エクスプローラ

CIFS/SMB クライアント

リモート (Internet 
ExplorerのWebフォルダ)

携帯情報端末 (PDA)

Windows エクスプローラ

ブラウザ

Web フォルダ (Internet 
Explorer または Windows
エクスプローラ )

リモート(ブラウザベース)

バックエンド
ファイルストレージ

NNLSサーバ上の iFolder
ファイルリポジトリ

NNLS サーバ上の

Linux ファイルシステム

NetWare サーバ

iFolder サーバ

Windows サーバ

Samba サーバ

注 : NetStorage は、他のファ

イルサービスへのアクセスの
みを提供します。

セキュリティ セキュリティ保護された

LDAP 認証

セキュリティ保護された

LDAP 認証

セキュリティ保護された

LDAP 認証



ファイルサービス 25

    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  15 April 2004

ファイルサービスのプランニング

NNLS ファ イルサービスをプランニングするには、 次の手順に従います。

1 まだの場合は、『Novell Nterprise Linux Services インス トールガイ ド』 に含まれている
「NNLS プランニングワークシート (PDF 版 )」 を印刷します。

2 インス トールする予定のファイルサービスに対して、 基本システム要件以外に必要
な追加の RAM の合計を計算します。 

次の点を参考にしてください。

iFolder: 必要な追加 RAM を計算するためのヒン トが、 『Novell iFolder 2.1 
Installation and Administration Guide』 の 「Preparing to Install iFolder」 に記載され
ています。

Samba: 追加 RAM は必要あ り ません。

NetStorage: 追加 RAM は必要あ り ません。

3 ステップ 1 で印刷した 「NNLS プランニングワークシート 」 の 「サーバのハード ウェ
ア要件」 に必要な追加 RAM を記入します。

4 インス トールする予定のファイルサービスについて、 基本システム要件以外に必要
な追加のディ スク容量の合計を計算します。 

次の点を参考にしてください。

iFolder: 必要な追加ディ スク容量を計算するためのヒン トが、『Novell iFolder 2.1 
Installation and Administration Guide』 の 「Preparing to Install iFolder」 に記載され
ています。

Samba: ユーザのファイルス ト レージのニーズに合わせて、 /home ディ レク ト リ
を含むパーティシ ョ ンには十分なディ スク容量を割り当てる必要があ り ます。

NetStorage: NetStorage は他のファイルス ト レージサービスへのアクセスを提供
するだけであるため、 追加のディ スク容量は必要あ り ません。

5 ステップ 1 で印刷した 「NNLS プランニングワークシート 」 の 「サーバのハード ウェ
ア要件」 に必要な追加ディ スク容量を記入します。

6 次のよ うにして、 インス トールする予定のファイルサービスについて、 『Novell 
Nterprise Linux Services インス トールガイ ド』 の 「NNLS プランニングワークシート 」
の対応するセクシ ョ ンに記入します。

eDirectoryTM、 ポート、 ユーザデータパスなどの、 「iFolder」 の情報

eDirectory、ポート、認証、Linux サーバにインス トールされている既存の Samba
を削除するかなどの、 「Samba」 の情報

NetStorage のプランニングは、 ワークシートの 「Virtual Office」 のセクシ ョ ンに
あ り ます。 NetStorage を使用するための認証やデフォルトの iFolder ス ト レージ
プロバイダ リ ンクの作成に関する情報が含まれています。
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インプリメンテーションのヒント

iFolder

以下のインプリ メンテーシ ョ ンに関するポイン トは、入門情報にすぎません。 iFolder の
使用については、 『Novell iFolder 2.1 Installation and Administration Guide』 を参照して く
ださい。

iFolder の管理

iFolder の管理は、 iFolder 管理コンソールを使用して行います。 iFolder 管理コンソール
には直接アクセスするか、iManager を使用してアクセスします。詳細については、『Novell
iFolder 2.1 Installation and Administration Guide』の「Using the iFolder Management Console」
を参照して ください。

iFolder サーバの設定

ユーザが iFolder サーバにログインできるよ うにする前に、『Novell iFolder 2.1 Installation
and Administration Guide』 の 「Configuring Your First iFolder Server」 に記載されているセッ
ト アップ作業を完了させます。

iFolder ユーザの作成と有効化

ユーザが iFolder にアクセスできるよ うにするには、 次の手順に従います。 

1. eDirectory でユーザオブジェク ト を作成します。

2. ユーザオブジェク ト を iFolder ユーザと して有効にします。

3. 次のいずれかの方法で、 ユーザに自分の iFolder アカウン ト を作成させます。

iFolder クライアン ト をインス トールおよび使用して iFolderサーバにアクセスする

NetDrive をインス トールおよび使用して iFolder サーバにアクセスする

iFolder の Web サイ トにある Java* アプレッ ト を使用する

たとえば、 ユーザは次のよ うに入力します。

http://ip_addesss/iFolder
ip_addess は、 iFolder サーバのアドレスです。

次に、 ページにある  [ ログイン ] リ ンクをク リ ッ ク します。

警告 : ユーザが初めて iFolder にアクセスするのに NetStorage を使用すると、パスフレーズを作成する機会
を与えられません。このため、そのユーザのファイルとフォルダは iFolder サーバ上で暗号化されません。

詳細については、 『Novell iFolder 2.1 Installation and Administration Guide』 の 「Managing
iFolder User Accounts」 を参照してください。



ファイルサービス 27

    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  15 April 2004

Samba

Novell による Samba ファイルサービスのインプリ メンテーシ ョ ンを NNLSサーバで使用
するには、『Novell Nterprise Linux Services インス トールガイ ド』の「Nterprise Linux Services
のインス トール」 の指示に従ってサービスをインス トールしておく必要があ り ます。

NNLS のソフ ト ウェアをインス トールした後で、 次の作業を行う必要があ り ます。

1. NNLS サーバ上の Samba ファイルサービスへのアクセス権を与える各ユーザに対し
て eDirectory のユーザアカウン ト を作成する。

2. シェルプロンプ トからユーザと してサーバにログインして、 各ユーザのホームディ
レク ト リ を作成する。

NNLS を初めて使用する場合は、『Novell Nterprise Linux Services ラボガイ ド』の「eDirectory
と ア イデンテ ィ テ ィ サービス」 に記載されている手順に従って NNLS サーバ上に
eDirectory オブジェク ト ( ユーザ、 グループ、 コンテナ ) を作成するこ とをお勧めしま
す。 その後、 同じマニュアルにある 「Samba のユーザホームディ レク ト リの作成」 を参
照して、 Samba ファイルサービスにアクセスするためのサーバの準備を完了させます。

Samba へのアクセスを有効にしたアカウン ト を持つすべてのユーザは、 Windows サーバ
と同じよ うに NNLS サーバにアクセスできます。

Novell による Samba のインプリ メンテーシ ョ ンの詳細については、 付録 B 「NNLS での
Samba サポート 」 (79 ページ ) を参照してください。

NetStorage

以下のセクシ ョ ンのインプリ メンテーシ ョ ンに関するポイン トは、入門情報にすぎませ
ん。 NetStorage の使用の詳細については、 『NetStorage Administration Guide』 を参照して
ください。

ストレージロケーションの作成

eDirectory にス ト レージロケーシ ョ ンオブジェク ト を作成するこ とによ り、NetStorage か
ら他のファイルシステムへのアクセスポイン ト を作成します。 ス ト レージロケーシ ョ ン
の作成方法については、 『NetStorage Administration Guide』 の 「Creating a Storage Location
Object」 を参照してください。

クイックインストールを行った場合

ク イ ッ ク インス トールを行った場合、 NetStorage には次の 2 つのス ト レージロケーシ ョ
ンが作成されます。 

NNLS サーバ上の共有フォルダ。 ス ト レージロケーシ ョ ンオブジェク トの作成方法
を説明する Read Me.html ファ イルが含まれています。

NNLS iFolder サーバへの iFolder アクセス  
ヒント : NetStorage による iFolder へのアクセスは、iManager の iFolder ストレージプロバイダタスク

を使用して制御されるため、このアクセスにはストレージロケーションは関係しません。iManager の

タスクの詳細については、iManager の文脈依存型ヘルプを参照してください。
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カスタムインストールを行った場合

カスタムインス トールを行った場合、前のセクシ ョ ンで説明した共有フォルダが作成さ
れます。ただし、Virtual Office をインス トールしたと きに 「iFolder サーバの IP アドレス
またはホス ト名」 ( 『Novell Nterprise Linux Services インス トールガイ ド』 を参照 ) を指定
したかど うかによっては、 iFolder のリ ンクが含まれない場合があ り ます。

iFolder には追加のセットアップが必要

インス トールした NetStorage に iFolder のリ ンクが含まれている場合は、 ユーザがサー
ビスにアクセスできるよ うにする前に、 26 ページの 「iFolder」 に記載されているすべて
の作業を完了させる必要があ り ます。

ユーザとグループのアクセス権の割り当て

NetStorage は他のファ イルス ト レージシステムへのアクセスを提供するだけであるた
め、 NetStorage を使用して他のシステムにアクセスするユーザとグループを作成して、
これらのシステムにあるファ イルとディ レク ト リへのアクセス権を割り当てる必要が
あ り ます。

たとえば、 次のよ うにします。

NetWare ユーザは、NetWare サーバがある eDirectory ツ リーに存在し、NetWare サーバ
上にあるファ イルとディ レク ト リへのアクセス権を持つ。

Windows ユーザは、Windows システム上に存在し、Windows システム上にあるファ イ
ルとディ レク ト リに対して必要なアクセス権を持つ。

ユーザがNNLSサーバ上にある iFolderファ イルにアクセスする場合、NNLSサーバ上
の LUM ユーザ (Samba にアクセスする場合は Samba ユーザ ) と して定義する。

重要 : eDirectory を介して NetStorage (NNLS) サーバに対する認証を行うために使用するユーザ名およびパス
ワードは、ターゲットシステムで定義されているユーザ名およびパスワードに一致している必要があります。

他のターゲットシステムにアクセスするための認証

NNLS をインス トールする と、 NetStorage のプライマ リ認証ド メ インが確立します。 ス
ト レージロケーシ ョ ンにアクセスするには、ユーザはこのプライマ リ ド メ イン内のどこ
かに存在している必要があ り ます。 NetStorage は認証要求を受信する と、 NNLS をイン
ス トールする と きに指定したコンテキス トおよびそのすべてのサブコンテキス ト から
ユーザ名を検索します。

多くの場合、 他のファイルシステムに対する認証は、 他の認証ド メ インによって制御さ
れます。たとえば、異なる eDirectory ツ リー内にある NetWare サーバを参照するス ト レー
ジロケーシ ョ ンを NNLS サーバ上に作成したと します。このス ト レージロケーシ ョ ンに
アクセスするには、ユーザは参照先のサーバがあるツ リーに対する認証を受ける必要が
あ り ます。

つま り、 NetStorage の設定で新しいコンテキス ト をプライマ リでない認証ド メ インと し
て指定する必要があ り ます。 

プライマ リでない認証ド メ インを定義する と きは、 次のこ とを行う必要があ り ます。

プライマ リでない認証ド メ インのユーザ名およびパスワード とプライマ リ ド メ イン
のユーザ名およびパスワードを一致させる。

ユーザオブジェク トがあるコンテキス ト を指定する。NetStorage は、プライマ リでな
い認証ド メ インのサブコンテキス トは検索しません。

NetStorage の認証ド メ インを管理する方法の詳細については、 『NetStorage Administration
Guide』 の 「Authentication Domains」 を参照してください。
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デフォルトでは NetStorage の認証は永続的ではない

デフォルトでは、ユーザはブラウザで NetStorage にアクセスするたびに再認証を受ける
必要があ り ます。 これは、 同じワークステーシ ョ ン上で別のブラウザウ ィンド ウを開い
て認証を受けている場合でも同じです。

これは、 デフォルトでは永続的な cookie が有効になっていないためです。 

この設定は変更できます。詳細については、『NetStorage Administration Guide』の「Persistent
Cookies」 を参照して ください。

ファイルサービスの保守

このセクシ ョ ンのリ ンクを使用する と、 NNLS のファイルサービスを保守する方法に関
する詳細な情報にアクセスできます。

iFolder

iFolder サービスの負荷の監視

iFolder サービスの負荷が増える と、 RAM またはディ スク容量を追加してサーバの容量
を増やす必要があ り ます。

サーバが iFolder ユーザの要求に対応する様子を監視するには、 iFolder 管理コンソール
を使用します。 詳細については、 『Novell iFolder 2.1 Installation and Administration Guide』
の 「Monitoring Your iFolder System」 を参照してください。

iFolder のマニュアルの参照

iFolder のマニュアルには、 以下の情報が含まれています。

『Novell iFolder 2.1 Installation and Administration Guide』 : 管理者がエンタープライズ
環境で iFolder サーバを設定および管理するために必要な、次のよ うな包括的な情報
を提供します。

コンセプ トの概要

導入のシナリオ

プランニングと管理の問題

iFolder 管理コンソールを使用して iFolder を管理する方法

『Novell iFolder Quick Start』 : iFolder ク ライアン ト を紹介し、 Windows ワークステー
シ ョ ンおよびラ ップ ト ップで iFolder ク ラ イアン ト をインス トールおよび設定する方
法を説明します。

『Novell iFolder 2.1ユーザガイ ド』: ワークステーシ ョ ンと ラ ップ ト ップで iFolder ク ラ
イアン ト をインス トール、管理、使用する方法に関する包括的な情報を提供します。
次の情報が含まれています。

コンセプ トの概要

使用のシナリオ

iFolder ク ライアン トの初期設定の設定

携帯デバイスから、またはWebブラウザと Novell NetDriveを使用して安全にファ
イルにアクセスする方法
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『Novell NetDrive 4.1 User Guide』 : NetDrive 4.1 のインス トールと使用に関する情報を
提供します。

『Novell iFolder 2.1 Readme』 : iFolder サーバおよびク ライアン トの既知の問題に関す
る情報を提供します。

『Novell NetDrive 4.1 Readme』: NetDrive 4.1 の既知の問題に関する情報を提供します。

Samba

Samba の NNLS でのインプリ メンテーシ ョ ンに関する情報は、付録 B「NNLS での Samba
サポート 」 (79 ページ ) にあ り ます。

NetStorage

新しいス ト レージロケーシ ョ ンの追加やス ト レージロケーシ ョ ンの統合によ りネッ ト
ワークが変化した り、 進化した場合には、 NetStorage に変更を加えるこ とができます。
NetStorage を最新の状態に保つために行う こ とができる作業については、 『NetStorage
Administration Guide』 を参照してください。
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2 プリントサービス

Novell® NterpriseTM Linux Services には、 強力で実装しやすい印刷ソ リ ューシ ョ ンである
Novell iPrint が含まれているため、 ネッ ト ワークユーザはどこからでも印刷を行う こ と
ができます。

このセクシ ョ ンでは、 次の項目について説明します。

Novell iPrint の 「概要」 (31 ページ )

iPrint のインス トールのプランニングに役立つ 「プランニング時の注意事項」 (34 
ページ ) 

NNLS をインス トールした後の 「インプリ メンテーシ ョ ンのヒン ト 」 (34 ページ )

「保守のヒン ト 」 (36 ページ ) と、 コンポーネン ト別の管理ガイ ドおよびその他のマ
ニュアルへのリ ンク

注 : インストールの方法については、『Novell Nterprise Linux Services インストールガイド』を参照してくだ
さい。

概要

Novell iPrint を使用する と、 Windows ユーザは次のこ とができます。 

Web ブラウザを使用してローカルまたはリモートのプリ ンタをすばやく探す。

マウスをク リ ッ クするだけで、 見つけたプリ ンタをインス トールおよび設定する。

IP 接続を使用して、 Web を含むどの場所からでも、 インス トールしたプリ ンタに印
刷する。

このセクシ ョ ンでは、Novell iPrint のプリ ン トサービスに関する概要を説明します。iPrint
の基本的な機能について説明して、次のこ とを理解できるよ うにするこ とを目的と して
います。

iPrint によるプリ ン トサービスを提供するために行う必要がある設定手順

ユーザから見た iPrint の動作
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この概要の使用

NNLS のプリ ン トサービスをユーザに提供する必要があ り、iPrint の動作についてすでに
理解している場合は、 概要を省略して 34 ページの 「プランニング時の注意事項」 に進
んでください。

iPrint の詳細を学ぶには、 この概要セクシ ョ ンを継続して読んでください。

iPrint のコンポーネント

Novell iPrint は各種のコンポーネン トから構成されており、 そのほとんどは eDirectoryTM

ツ リー内のオブジェク ト と して表示されます。

プリントドライバストア : ネッ ト ワークプ リ ンタ用のド ライバを NNLS サーバに保
存する リポジ ト リです。これは最初に設定するコンポーネン トで、eDirectory 内に作
成するオブジェク ト と して表示されます。

プリンタドライバ: ド ラ イバス ト アに保存されるプリ ンタ ド ライバで、ユーザがター
ゲッ ト プ リ ンタを選択する と自動的にワークステーシ ョ ンにインス トールされま
す。プリ ンタ ド ライバは、ド ライバス ト ア内のファイル構造と して存在し、eDirectory
内のオブジェク ト と しては表示されません。

プリンタオブジェクト : eDirectory 内に作成するオブジェク トで、iPrint で利用できる
プ リ ンタに関する情報を保存します。 オブジェク トに保存されている情報は、 関連
付けられたプリ ンタをワークステーシ ョ ンの使用可能プリ ンタ リ ス トに追加するた
びに使用されます。

プリントマネージャ: NNLS サーバ上で動作するデーモンです。ユーザからプリ ン ト
ジ ョブを受け取って、 印刷の準備ができたターゲッ トプ リ ンタに転送します。 プリ
ン ト マネージャを表示したり制御するには、 eDirectory オブジェク ト を設定します。

iPrintクライアント: 初めてiPrintを使用する と きに自動的にワークステーシ ョ ンにイ
ンス トールされる一連のブラウザプラグインです。 iPrint の Web ページのナビゲー
ト、 ターゲッ トプ リ ンタの選択、 プ リ ン ト ド ラ イバのインス トールに必要です。

iPrint の詳細については、 『Novell iPrint Administration Guide for Novell Nterprise Linux 
Services』 の 「Overview」 を参照して ください。

iPrint の機能

33 ページの 図 7 に、 ユーザから見た iPrint の機能を示します。
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図 7 iPrint の動作
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プランニング時の注意事項

iPrint のインス トールのプランニング時には、次のチェッ ク リ ス ト を使用して ください。

まだの場合は、『Novell Nterprise Linux Services インス トールガイ ド』 に含まれている
PDF バージ ョ ンの 「NNLS プランニングワークシート 」 を印刷します。

iPrint には追加の RAM は必要あ り ません。

大企業の場合でも、ほとんどの iPrint では関連するプリ ン ト ジ ョブのスプーリ ングの
ためにディ スク容量を追加する必要はあ り ません。 

ただし、 印刷の負荷が非常に大き くなるこ とが予想され、 ディ スク容量を増やすこ
とを計画している場合は、/var パーティシ ョ ンまたはディ スク構造にある iPrint のス
プーラ領域の容量を増やしてください。 

必要に応じて、 ステップ 1 で印刷した 「NNLS プランニングワークシート 」 の 「サ
ーバのハード ウェア要件」 に必要な追加ディ スク容量を記録するこ とができます。

iPrint のインス トールのプランニングを完了させるには、『Novell Nterprise Linux Services
インス トールガイ ド』 の 「NNLS プランニングワークシート 」 で 「iPrint」 の部分を
すべて記入します。

インプリメンテーションのヒント

このセクシ ョ ンでは、 インプ リ メンテーシ ョ ンの概要のみを説明します。 iPrint の詳細
については、 『Novell iPrint Administration Guide for Novell Nterprise Linux Services』 を参照
して ください。

初期セットアップ

NNLS サーバをインス トールした後、iPrint のインス トールを完了させるには次のこ とを
行う必要があ り ます。

1 プリ ン ト ド ラ イバス ト アを作成します。 

プ リ ン ト ド ラ イバス ト アには、 ネッ ト ワークプ リ ンタのド ラ イバが保存されます。
ネッ ト ワークのニーズに従って作成した各プリ ンタオブジェク トには、 このス ト ア
のプリ ンタ ド ラ イバを参照させる必要があ り ます。 ユーザがプリ ンタをインス トー
ルする と、ワークステーシ ョ ン上で動作している Windows プラ ッ ト フォーム用の正
しいド ライバがス ト アからダウンロード された後インス トールされます。

ド ライバス ト アを作成するには、 iManager を使用します。 詳細については、 『Novell
iPrint Administration Guide for Novell Nterprise Linux Services』の「Create an iPrint Driver
Store」 を参照して ください。

2 必要なプリ ンタ /Windows プラ ッ ト フォームの組み合わせのそれぞれに対して、プリ
ンタ ド ライバをド ライバス ト アに追加します。

たとえば、ネッ ト ワーク上に Windows XP ワークステーシ ョ ンと Windows 2000 ワー
クステーシ ョ ンがあ り、 4 種類のプリ ンタがある場合、 プラ ッ ト フォームごとに 4
種類のプリ ンタ ド ライバ ( 合計で 8 種類のプリ ンタ ド ラ イバ ) をド ライバス ト アに
追加する必要があ り ます。

プ リ ンタ ド ライバをス ト アに追加するには、 iManager を使用します。 詳細について
は、『Novell iPrint Administration Guide for Novell Nterprise Linux Services』 の 「Updating
Printer Drivers」 を参照してください。
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3 プリ ン トマネージャオブジェク ト を作成します。

プ リ ン ト マネージャは、 ユーザからプリ ン ト ジ ョブを受け取って、 印刷の準備がで
きたターゲッ トプ リ ンタに転送します。 プリ ンタオブジェク ト を作成するには、 プ
リ ン ト マネージャが動作している必要があ り ます。

プ リ ン ト マネージャは、 NNLS サーバ上で動作する novell-ipsmd デーモンです。 こ
のデーモンは eDirectory で作成するプリ ン トマネージャオブジェク トに関連付けら
れ、 通常は iManager を使用して起動および停止します。

プ リ ン ト マネージャオブジェク ト を作成するには、 iManager を使用します。 詳細に
ついては、 『Novell iPrint Administration Guide for Novell Nterprise Linux Services』 の
「Create a Print Manager」 を参照して ください。

4 プリ ンタオブジェク ト を作成します。

ユーザが iPrint を使用してアクセスするプリ ンタごとにプリ ンタオブジェク ト を作
成する必要があ り ます。プ リ ンタをワークステーシ ョ ンにインス トールするたびに、
使用するプリ ンタに関する情報がこれらのオブジェク トに保存されます。

プリ ンタオブジェク ト を作成するには、 iManager を使用します。 詳細については、
『Novell iPrint Administration Guide for Novell Nterprise Linux Services』 の 「Create a Printer」
を参照してください。

5 ( オプシ ョ ン ) ロケーシ ョ ンベースの印刷のための Web ページを作成します。

デフォルトでは、 iPrint をインス トールする と、 iPrint プリ ンタをインス トールする
ためにユーザがアクセスできるデフォルトプ リ ンタ リ ス トのWebページが作成され
ます。

ユーザが見やすいよ うに、 ロケーシ ョ ン別のプリ ンタ リ ス ト 、 各プ リ ンタを示す建
物の地図、 またはこれらの組み合わせを表示したロケーシ ョ ンベースの印刷のため
の Web ページを作成するこ と もできます。

複数のサイ ト に分散している組織や建物内で複数の階にオフ ィ スがある組織の場
合、 ロケーシ ョ ンベースの印刷のための Web ページを提供する と、ユーザの印刷作
業を簡素化できます。

iPrint をインス トールする と、ク リ ッ クできるプリ ンタアイコンがある地図を簡単に
作成できるよ うにする iPrint Map Designer も インス トールされます。 詳細について
は、 『Novell iPrint Administration Guide for Novell Nterprise Linux Services』 の 「Setting
Up Location-Based Printing」 を参照して ください。

6 iPrint プリ ンタにアクセスする方法についての指示をユーザに与えます。

上記の手順を完了する と、 ネッ ト ワークで iPrint の機能を使用できるよ うにな り ま
す。最後に、作成した印刷のための Web ページにアクセスする方法をユーザに知ら
せます。 後の作業はすべて、 Novell iPrint が引き受けます。
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その他のインプリメンテーション作業

34 ページの 「初期セッ ト アップ」 で説明した作業の他にも 、 行う 必要のある作業があり
ます。これには次のよう な作業が含まれます。詳細については、『 Novell iPrint Administration
Guide for Novell Nterprise Linux Services』 を参照してく ださい。

プロキシの使用 : 多くの場合、ファイアウォールと と もに使用されます。リモート印
刷機能が必要なユーザは、 これに必要な簡単なセッ ト アップを知っておく必要があ
り ます。

ユーザプリ ンタのインス トール : １台の Windows コンピュータを印刷ニーズの異な
る複数のユーザが使用する場合、 それぞれのユーザが使用するプリ ンタのみが表示
されるよ うに iPrint を設定できます。

ターミナルサーバ上でのiPrintのセッ ト アップ :ターミナルサーバ上で iPrintをセッ ト
アップして、 サーバク ライアン トが iPrint プリ ンタで印刷できるよ うにするこ とが
できます。

インス トール済みのプリ ンタの名前プロファ イルの作成 :Windows NT*、 2000、およ
び XP ワークステーシ ョ ンでは、 通常使用するデフォルトの UNC/URL パスフォー
マッ ト よ り も使いやすい名前を自動インス トールで作成できます。

保守のヒント

プリ ンタをネッ ト ワークに追加したり 、別の場所に移動する場合、『Novell iPrint Administration
Guide for Novell Nterprise Linux Services』 を参照して、 このよ う な変更を反映する よ う に
iPrint を更新する必要があ り ます。

インス トールが完了した後、 『Novell iPrint Administration Guide for Novell Nterprise Linux
Services』 の 「Using the iPrint Manager Health Monitor」 の手順に従って、 ユーザが印刷を
行っている と きに印刷のパフォーマンスを監視できます。

iPrint の詳細および NNLS における iPrint の機能については、『Novell iPrint Administration
Guide for Novell Nterprise Linux Services』 を参照してください。
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3 メッセージングサービス

Novell® NterpriseTM Linux Services には、Novell の電子メール製品が 2 つ含まれています。 
NetMailTM 3.5

GroupWise® 6.5 Collaboration Client

このセクシ ョ ンでは、 次の項目について説明します。

NetMail および GroupWise ク ライアン トの 「概要」 (37 ページ )

NetMail のインス トールのプランニングとネッ ト ワークユーザへのク ライアン トの
ロールアウ トに役立つ 「プランニング時の注意事項」 (41 ページ ) 

NNLS と GroupWise ク ライアン ト をインス トールした後の「インプリ メンテーシ ョ ン
のヒン ト 」 (43 ページ )

「保守のヒン ト 」 (45 ページ ) と、 コンポーネン ト別の管理ガイ ドおよびその他のマ
ニュアルへのリ ンク  

注 : インストールの方法については、『Novell Nterprise Linux Services インストールガイド』を参照してくだ
さい。

概要

このセクシ ョ ンでは、 NNLS で使用できる メ ッセージングサービスに関する概要を述べ
ます。 NNLS をインス トールした後で使用できるデフォルトの機能について説明するこ
とを目的と しています。 

Novell Nterprise Linux Services には、 次のものが含まれています。 

Novell NetMail 3.5: 組織内での共同作業を促進し、 組織の成長に合わせて容易にス
ケールを変更できる、 柔軟で強力な電子メールソ リ ューシ ョ ンです。

NetMail 3.5 には、 次のよ うな機能があ り ます。

標準的な電子メール機能

カレンダー、 スケジュール、 ビジーサーチ

タスク と メモ

パスワードの自己管理、 休暇メ ッセージなど

電子メールユーザの追加、変更、削除などの管理機能に対するオプシ ョ ンのユー
ザアクセス

重要 : NetMail 3.5 は、強力で柔軟な、豊富な機能を提供する電子メール製品です。その多くの機能と設

定可能な項目のすべてを概要セクションで説明することができないため、これらの一部を 43 ページの

「インプリメンテーションのヒント」で紹介しています。NetMail 3.5 に含まれているすべての機能の詳

細については、『Novell NetMail 3.5 Administration Guide』を参照してください。
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Novell GroupWise 6.5 Collaboration Client: この GroupWise ク ライアン トには、
NetMail 3.5 電子メールサーバと共に使用するためのカスタムの設定が含まれていま
す。 詳細については、 40 ページの 「GroupWise Collaboration Client」 を参照してくだ
さい。

この概要の使用

NNLSサーバから電子メールサービスを提供する必要があ り、NetMail 3.5 と Collaboration
Client の動作についてすでに理解している場合は、概要を省略して 41 ページの 「プラン
ニング時の注意事項」 に進んでください。

Novell NetMail 3.5 と GroupWise 6.5 Collaboration Client
39 ページの 図 8 に、 NNLS と GroupWise ク ライアン ト をインス トールし、 43 ページの
「インプ リ メンテーシ ョ ンのヒン ト 」で説明する NetMail のインス トール後の設定を完了
させるこ とによ り使用できる電子メール機能を示します。
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図 8 NetMail と GroupWise クライアントの動作
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機能の変更

このセクシ ョ ンでは、 NNLS の電子メールコンポーネン トにおける旧バージ ョ ンからの
機能拡張と変更点について説明します。

NetMail 3.5

NetMail 3.5 は、 次の新機能をサポートするよ うにな り ました。

ビジーサーチ

共有フォルダ

ユーザプロキシ

Nsure の監査サービス

これらの機能拡張の詳細については、 『Novell NetMail 3.5 Administration Guide』 を参照し
て ください。

GroupWise Collaboration Client

GroupWise Collaboration Client は、NetMail 3.5 のバッ クエンドで動作するよ うに拡張され
ました。詳細については、 インス トールした GroupWise ク ライアン トのオンラインヘル
プを参照してください。

新機能

Novell Nterprise Linux Services 1.0 の Novell GroupWise 6.5 Collaboration Client には、 次の
よ うな新機能があ り ます。

IMAP4共有フォルダ: IMAP4アカウン トのフォルダを、同じ IMAP4ド メ イン内の他の
ユーザと共有できます。たとえば、NetMail フォルダを NetMail ド メ インの他のユー
ザと共有できます。 IMAP4 ド メ インがフォルダの共有をサポート している必要があ
り ます。 

この機能の詳細については、 GroupWise のオンラインヘルプで他のユーザとのフォ
ルダの共有、 共有している IMAP4 フォルダの表示、 GroupWise への POP3 および
IMAP4 アカウン トのダウンロードに関する項目を参照してください。

CAPサーバ上でのフリービジーサーチ : CAP (Calendar Access Protocol) をサポートす
る他の IMAP4 アカウン ト ド メ イン内のユーザまたは NetMail アカウン ト ド メ イン内
のユーザについて、 フ リービジーサーチを実行できます。 

フ リービジーサーチを実行するには、[ アカウン ト ] ダイアログボッ クスの [CAP] タ
ブを使用して CAP サーバアカウン ト を追加する必要があ り ます。

ビジーサーチとスケジュール設定の詳細については、 GroupWise のオンラインヘル
プで GroupWise への CAP アカウン トの追加、CAP アカウン トのプロパティの修正、
および他のユーザのアポイン トのスケジュールに関する項目を参照してください。

リモート(オフライン)モード: このク ライアン トは2種類のモードで動作させるこ と
ができます。 

リモート : 指定された間隔で自動的に NetMail システムおよび IMAP4/POP3/
NNTP アカウン トに接続します。

リモート ( オフライン ): 自動的な接続は行いません。オフラインの作業は、切断
されたラ ップ ト ップで作業していて接続の必要がない場合や、 オンラ イン時間
の課金を減らしたい場合に便利です。
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リモート ( オフライン ) モードのと きに接続を選択する と、 リモートモードに
なって接続が行われます。 接続が完了した後でリモート ( オフライン ) モード
に戻るには、 [ ファ イル ] > [ オフラインで作業する ] をク リ ッ ク します。

詳細については、 オンラインヘルプで GroupWise を動作させる各種の方法に関する
項目を参照してください。

サポートされていない機能

GroupWise Collaboration Client を GroupWise バッ クエンドに対して実行しない場合、次の
機能はユーザインタフェースに表示されますがサポート されません。

オンラインモード とキャ ッシングモード

プロキシ

GroupWise ク ライアン トルール ( ただし、NetMail で設定した NetMailルールはサポー
ト されます )

ドキュ メン ト管理

ジャンク メール処理

共有アドレス帳

回覧板 ( 定義した順序で複数のユーザにメ ッセージを送信します )

ステータス ト ラ ッキング ( 送信項目のプロパティページでステータス情報を表示し
ます )

通知

プランニング時の注意事項

NetMail 3.5 と GroupWise ク ライアン トのインス トールをプランニングする と きは、この
セクシ ョ ンの情報を参照してください。

NetMail 3.5

表 2 の情報を使用して、NetMail 3.5 のインプリ メンテーシ ョ ンをプランニングする方法
の決定に役立ててください。

表 2 プランニングに関する情報の場所

必要な作業 プランニング情報の場所 インストール時の注意事項の場所

すでにインストールされている
NetMail のアップグレード

『Novell NetMail 3.5 Administration Guide』
の「Upgrading to NetMail 3.5」

『Novell NetMail 3.5 Administration Guide』
の「Upgrading to NetMail 3.5」

単一の電子メールサーバの
インストール

このセクション 『Novell Nterprise Linux Services
インストールガイド』

複数の電子メールサーバの
インストール

『Novell NetMail 3.5 Administration Guide』
の「Planning Your NetMail System」

『Novell Nterprise Linux Services
インストールガイド』

何をすればよいのかわからない 『Novell NetMail 3.5 Administration Guide』
の「Planning Your NetMail System」

『Novell Nterprise Linux Services
インストールガイド』
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単一のサーバに NetMail 3.5 をインス トールするためのプランニングをするには、次の手
順に従います。

1 まだの場合は、『Novell Nterprise Linux Services インス トールガイ ド』 に含まれている
PDF バージ ョ ンの 「NNLS プランニングワークシート 」 を印刷します。

2 ステップ 1 で印刷した 「NNLS プランニングワークシート 」 の 「サーバのハード ウェ
ア要件」 に必要な追加 RAM を記入します。

NetMail 3.5 の RAM 要件を要約する と、 次のよ うになり ます。

標準的なNNLS NetMail 3.5のインス トールでは、32MBで最大50個の同時接続が
サポート されます。

詳細な RAM 要件は、選択したメ ッセージングシステムの設定によって異なり ま
す。詳細については、『Novell NetMail 3.5 Administration Guide』 の 「Planning Your
NetMail System」 を参照して ください。

3 ステップ 1 で印刷した 「NNLS プランニングワークシート 」 の 「サーバのハード ウェ
ア要件」 に必要な追加ディ スク容量を記入します。

重要 : メッセージストア、メッセージスプール領域、イベントログデータストア (Nsure 監査機能 )、
/var パーティションのディスク容量要件をプランニングする必要があります。詳細については、『Novell
NetMail 3.5 Administration Guide』の「Planning Your NetMail System」を参照してください。

NetMail 3.5 のシステムディ スク容量要件は、 『Novell Nterprise Linux Services インス
トールガイ ド』 の 「NNLS プランニングワークシート 」 で NNLS について記載され
ている値に含まれています。

4 NetMail のインス トールのプランニングを完了させるには、 『Novell Nterprise Linux 
Services インス トールガイ ド』 の 「NNLS プランニングワークシート 」 で 「NetMail」
の部分をすべて記入します。

5 電子メールアカウン トにアクセスする手順をネッ ト ワークユーザに知らせる方法に
ついてプランニングします。 

詳細については、 『Novell NetMail 3.5 Administration Guide』 の 「Using WebAccess and
Webmail」 を参照してください。

GroupWise 6.5 Collaboration Client

Windows ユーザが Web ブラウザではなく POP3 または IMAP4 ク ライアン ト を使用して
NetMail 3.5 サーバにアクセスできるよ うにするには、 ユーザのワークステーシ ョ ンに
GroupWise ク ライアン ト をインス トールします。

GroupWise ク ライアン トのインス トールをプランニングするには、次の手順に従います。

1 ク ライアン ト ソフ ト ウェアを配布してターゲッ ト ワークステーシ ョ ンにインス トー
ルする方法を決定します。

2 POP3 接続または IMAP4 接続のどちらを使用して、NetMail 3.5 (NNLS) サーバに接続
するかを決定します。 
ヒント :  POP3 の場合、電子メールメッセージはローカルコンピュータにダウンロードされ、NetMail 
3.5 サーバから削除されます。そのため、ダウンロードされてしまうとそのメッセージは他のワークス

テーションでは使用できなくなります。

 IMAP4 の場合、削除されるまでメッセージのコピーはサーバ上に残ります。

3 NetMail サーバにアクセスできるよ うにク ライアン ト を設定するための手順と、その
手順をユーザに知らせる方法を決定します。
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インプリメンテーションのヒント

このセクシ ョ ンでは、 インプリ メンテーシ ョ ンのポイン トについて概要のみを説明しま
す。 詳細については、 『Novell NetMail 3.5 Administration Guide』 と、 インス トール済みの
GroupWise 6.5 Collaboration Client のオンラインヘルプを参照してください。

NetMail 3.5 へのアップグレード

NNLS インス トールスク リプ ト では、 新規インス トールのみを行います。 既存インス
トールはアップグレード されません。

旧バージョ ンの NetMail からアッ プグレード する場合は、『 Novell NetMail 3.5 Administration
Guide』 の「 Upgrading to NetMail 3.5」 の指示に従う 必要があり ます。

NetMail 3.5 のインストール

新しいサーバに NetMail 3.5 をインス トールする方法については、 『Novell Nterprise Linux
Services インス トールガイ ド』 を参照して ください。

NetMail 3.5

NNLS をインス トールする と、 NetMail 3.5 の基本システムで必要となるすべてのエー
ジェン ト とその他のオブジェク トが作成および設定されます。 これには、 次のよ うなも
のがあ り ます。 

メ ッセージングサーバオブジェク ト

NMAP エージェン ト

POP エージェン ト

iMAP エージェン ト

Modular Web エージェン ト

その他の必要なエージェン ト

このセクシ ョ ンでは、NetMail 3.5 を使用して基本的な電子メールサービスを提供するた
めに実行する必要があるその他の手順について概略を説明します。 

『Novell NetMail 3.5 Administration Guide』 には、 NetMail 3.5 の機能に関する幅広い情報が
提供されているため、 インス トールした NetMail のカスタマイズ時に役立ちます。 

ユーザとアドレス帳の設定

ユーザが電子メールシステムを使用できるよ うにするには、 eDirectoryTM でユーザオブ
ジェク ト を作成する必要があ り ます。 また、 ユーザ用のアドレス帳を提供するこ と もで
きます。

1 ネッ ト ワークユーザ用に eDirectory コンテナを 1 つ以上作成します。

2 NetMail ユーザ用に eDirectory コンテキス トで NMAP エージェン ト を設定します。

詳細については、『Novell NetMail 3.5 Administration Guide』 の 「Configuring the NMAP
Agent」 ( コンテキス トオプシ ョ ン ) を参照してください。

NNLS サーバのコンテキスト は、自動的に電子メ ールサービス用に設定されます。た
だし多く の場合、 管理者はネッ ト ワークユーザ用に別のコンテキスト を定義します。
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3 作成および設定したコンテキス トでユーザを作成します。

4 アドレス帳エージェン ト を設定します。

詳細については、『Novell NetMail 3.5 Administration Guide』 の 「Configuring the Address
Book Agent」 を参照してください。

ディスク使用量の監視

イベン ト ログ (Nsure 監査のデータス ト ア ) に使用されるディ スク容量を十分に監視して
ください。 大量のイベン トがログに記録される と、 データス ト アのサイズが急速に大き
く な り ます。 データス ト ア と ローカルキャ ッシュのディ ス ク容量が足り な く なる と、
メ ッセージングシステムが停止します。

詳細については、 『Novell NetMail 3.5 Administration Guide』 の 「Auditing Your Messaging
System」 を参照してください。

その他のトピック

表 3 に、 注意すべきいくつかの追加ト ピッ クをま とめ、 該当するマニュアルへのリ ンク
を示します。

表 3

トピック リンク

耐障害性 『Novell NetMail 3.5 Administration Guide』の

「Building Fault Tolerance in NetMail」

WebAdmin を使用した NetMail 3.5 の管理 『Novell NetMail 3.5 Administration Guide』の

「WebAdmin」

システム管理作業 『Novell NetMail 3.5 Administration Guide』の

「System Administration」

SSL 証明書の管理と認証サービスの提供 『Novell NetMail 3.5 Administration Guide』の

「Setting Up TLS and SSL」と「Authenticating 
SMTP Connections」

スパムやウィルスなどのセキュリティリスク
からのシステムの保護

『Novell NetMail 3.5 Administration Guide』の

「Protecting Your System from Spam」と

「Providing AntiVirus Protection」

電子メールシステムの監査 『Novell NetMail 3.5 Administration Guide』の

「Auditing Your Messaging System」
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GroupWise Collaboration Client

Windows ワークステーシ ョ ンにク ライアン ト をインス トールするには、次の手順に従い
ます。

1 Novell Nterprise Linux Services 1.0 Companion CDをワークステーシ ョ ンのCD ド ラ イブ
に挿入します。

2 \win32 ディ レク ト リに移動して、 setup.exe を実行します。

3 [スタート アップフォルダソフ ト ウェアの選択] ダイアログボッ クスで [GroupWiseお
知らせ君 ] の選択を解除します。

[GroupWise お知らせ君 ] を選択する と受信メールが検出されますが、 送信者の情報
が正し く表示されません。

4 [ ソフ ト ウェアの統合 ] ダイアログボッ クスで、すべてのソフ ト ウェアプログラムの
選択を解除します。

Collaboration Client と と もにソフ ト ウェアの統合をインス トールする と、ク ライアン
トでエラーが発生します。

NetMail と と もに GroupWise ク ライアン ト を使用する方法については、 『GroupWise 6.5
Windows Client User Guide』の「Using the Novell GroupWise 6.5 Collaboration Client for Novell
Nterprise Linux Services 1.0 (v6.5 for NNLS 1.0)」 を参照してください。

保守のヒント

NNLS で提供されるサービスの中で電子メールサービスは最も多くのユーザによって使
用される可能性が高く、 また最も注意する必要があ り ます。 

ユーザがシステムの使い方に慣れてく るにつれ、次のよ うな一般的な保守作業について
『Novell NetMail 3.5 Administration Guide』 を参照するこ とが必要になり ます。

ディ スク使用量の監視と、 場合によってはメールボッ クスの割り当ての設定。

システムによ り迷惑なスパムが取り除かれ、 ウ ィルス保護が最新の状態になってい
て正し く動作しているこ との保証。

パスワードの変更や破壊されたメールボッ クスの修正など、ユーザの要求への対処。

『Novell NetMail 3.5 Administration Guide』 の目次は、行うべきシステム管理作業にはどの
よ うなものがあるかを知るために役立ちます。
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4 Virtual Office

Novell® NterpriseTM Linux Services には、 いつでもどこからでもカスタマ、 社員、 パート
ナーが NNLS のサービスにアクセスできるよ うにする Web ポータルである Virtual Office
が含まれています。 

このセクシ ョ ンでは、 次の項目について説明します。

47 ページの 「概要」

49 ページの 「プランニング時の注意事項」

49 ページの 「インプリ メンテーシ ョ ンのヒン ト 」

49 ページの 「保守のヒン ト 」

概要

48 ページの 図 9 に、 Virtual Office を使用する と Web ブラウザでアクセスできるよ うに
なる NNLS のサービスを示します。
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図 9 Virtual Office の動作
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プランニング時の注意事項

1 まだの場合は、『Novell Nterprise Linux Services インス トールガイ ド』 に含まれている
PDF バージ ョ ンの 「NNLS プランニングワークシート 」 を印刷します。

2 Virtual Officeで使用するサーバ上の eDirectoryTMのアドレス と、Virtual Office をインス
トールするためにインス トールス ク リプ ト で使用する管理者の名前とパスワード
を、 ワークシートに記入します。

3 NetStorage の情報をワークシートに記入します。

この情報は、 次のものを作成するために使用します。

アクセスを要求するユーザを認証するために NetStorage で使用するプライマ リ
認証ド メ イン

ユーザが NetStorage を使用して iFolder® にアクセスできるよ うにするための、オ
プシ ョ ンの iFolder ス ト レージプロバイダへのリ ンク

4 ( オプシ ョ ン ) インス トールプランニングワークシートには含まれていませんが、
Virtual Office がある NNLS サーバにインス トールされていない、 ファ イル、 印刷、
電子メールなどのサービスへのリ ンクを提供するよ うに Virtual Office を設定する場
合は、 このよ うなサービスに関する IP アドレスなどの情報が必要になり ます。

Virtual Office の設定に必要な情報については、 『Novell Virtual Office Configuration
Guide』 を参照してください。

インプリメンテーションのヒント

NetStorage と eGuide は、 Virtual Office の一部と して自動的にインス トールされます。
NetMailTM と iPrint を同じ NNLS サーバにインス トールする と、これら も Virtual Office の
インタフェースによってアクセスできるよ うになり ます。

この 4 種類のサービスの中で、 eGuide だけは設定を行わなくても使用できます。 他の
サービスを使用できるよ うにするための準備については、 このガイ ドのそれぞれに関す
るセクシ ョ ンを参照してください。

Virtual Office には追加設定は必要あ り ませんが、 iManager を使用してデフォルトの設定
を簡単に変更できます。 たとえば、 次のこ とを行えるよ うに設定できます。

Virtual Office のホームページにメ ッセージを送信する

サービスのアイコンをインタフェースに表示するかど うかを制御する

インターネッ トプロキシサーバを使用して NetStorage または eGuide にアクセスする

他のファイル、 印刷、 電子メールのサービスにアクセスする

Virtual Office の使用方法については、『Novell Virtual Office Configuration Guide』 と、Virtual
Office と と もにインス トールされるオンラインヘルプを参照してください。

保守のヒント

時間と と もにネッ ト ワークが成長し、 変化してきた場合には、 iManager を使用して、 引
き続き 1 つの場所からネッ ト ワークサービスにアクセスできるよ うに Virtual Office を変
更できます。 詳細については、 『Novell Virtual Office Configuration Guide』 を参照して く
ださい。
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5 eGuide

Novell® NterpriseTM Linux Services の一部と して Virtual Office をインス トールする と、
Novell eGuide も自動的にインス トールされます。

このセクシ ョ ンでは、 次の項目について説明します。

51 ページの 「概要」

53 ページの 「プランニング時の注意事項」

53 ページの 「インプリ メンテーシ ョ ンのヒン ト 」

53 ページの 「保守のヒン ト 」

概要 
eGuide を使用する と、 ユーザが自分の Web ブラウザからアクセスできる組織の個人情
報ページを、 eDirectoryTM の情報を使用して作成できます。

eGuide を設定して、 eDirectory に保存する情報を公開できます。 

たとえば、 デフォルトの状態で eGuide を NNLS にインス トールする と、 ユーザはシス
テム内にあるすべての eDirectory ユーザオブジェク トの名前を検索できます。 ユーザは
eDirectoryに保存されている自分のユーザオブジェク トの詳細情報を表示できますが、変
更するこ とはできません。 他のユーザオブジェク トにアクセスする と、 そのオブジェク
トに関連付けられている電子メールアドレス属性のみを表示できます。 

eDirectory に保存されている他のユーザの電話番号、 オフ ィ スの場所、 役職などの情報
を表示できるよ うに、eGuideの設定を変更するこ とができます。また、ユーザがeDirectory
に保存されている自分の情報を保守できるよ うに eGuide を設定するこ と もできます。さ
らに、他のユーザがアクセスできるよ うにする情報をユーザが選択できるよ うにするこ
と もできます。

52 ページの 図 10 に、デフォルトで NNLS 1.0 で利用できる eGuide の機能の概要を示し
ます。
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図 10 eGuide の動作

A Jose Sanchezという名前のeDirectoryユーザがeGuideに 
 ログインします。

B eGuideへのアクセスは、eDirectoryのLDAPサーバを介して 
 LDAPベースの認証によって制御されます。

 ここでは別に表示されていますが、eDirectoryはNNLSサー 
 バにもインストールできます。

C Joseがワイルドカードのアスタリスク(*)を使用して検索を 
 行うと、「Anita Flores」および「Jose Sanchez」という2 
 つのエントリが表示されます。

D JoseがAnitaの名前をクリックした場合、デフォルトでは 
 電子メールアドレスを除いて、AnitaのeDirectory情報は 
 表示されません。 

 表示する情報は管理者が設定できます。

eDirectory/LDAP 
(NNLSサーバ)

B

NNLSサーバ

DODRDODRDODR

定員: 15人
: 可

電話番号:

会議室

スケジュール者: Cheryl (14446)

A

G

プリンタ

部門

設備

eGuide

C

D
E

F

E 自分の情報は表示できます。

F デフォルトでは無効になっていますが、eGuideの管理者は、 
 Joseが自分の情報の一部を編集してeDirectoryに保存できる 
 ようにeGuideを設定することもできます。 

G デフォルトでは設定されていませんが、eDirectoryで作成し 
 た任意のオブジェクトタイプをユーザが検索できるようにす 
 ることもできます。これにより、ユーザは必要な人物、場所、 
 物、情報などを検索して、仕事の効率を上げることができます。 

Jose Sanchez

Jose Sanchezの 
情報は表示および
編集できる

Anita Floresの 
情報は表示できない

優先される名前: 
 電話: 
 
 その他の電話:
 携帯電話: 
 部門:   
 マネージャ: 
 アシスタント:  
 メールボックス: 
 住所: 

 電子メール: aflores@acme.com

優先される名前:    JD

 電話:                    (999) 123-4567
 
 その他の電話:      (999) 123-4568

 携帯電話:             (999) 999-9999

 部門:                    Red部門
  
 マネージャ:          Anita Flores

 アシスタント:  

. . .

電子メール:         jsanchez@acme.com
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プランニング時の注意事項

eGuide は Virtual Office の一部と してインス トールされるので、設定が必要なインス トー
ルパラ メータはあ り ません。 eGuide に関して行うプランニングでは、次の点を考慮して
ください。

ユーザが eGuide を使用できるよ うにするのかど うか。eGuide をインタフェースに表
示しないよ うに Virtual Office を設定できます。 

eGuide で表示する eDirectory オブジェク ト 。 

eGuide を使用して eDirectoryの情報をアクセスおよび保守する と きのユーザの役割。

eGuideのインプリ メンテーシ ョ ンのプランニングの詳細については、『Novell eGuide 2.1.2
管理ガイ ド』 の 「eGuide 製品の概要」 を参照してください。

インプリメンテーションのヒント

eGuide のプランニングを実装する方法については、 『Novell eGuide 2.1.2 管理ガイ ド』 の
「eGuide 管理ユーティ リ ティの使用」および他の該当するセクショ ンを参照してく ださい。

保守のヒント

組織とネッ ト ワークの発展に合わせて、 組織の目標を達成するために役立つよ う に
eGuide の設定を変更する必要があ り ます。eGuide のインプリ メンテーシ ョ ンを保守する
方法については、 『Novell eGuide 2.1.2 管理ガイ ド』 を参照して ください。
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III 管理サービス

Novell® NterpriseTM Linux Services (NNLS) の管理ツールについては、以下のセクシ ョ ンで
説明します。

6 章 「eDirectory」 (57 ページ )

7 章 「アイデンティティ管理サービス」 (59 ページ )

8 章 「管理ツール」 (63 ページ )

9 章 「認証と LDAP」 (69 ページ )
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6 eDirectory

Novell® eDirectoryTM は Novell NterpriseTM Linux Services の中心となるコンポーネン トで、
次の機能を提供します。

集中化された識別管理

ネッ ト ワークサーバおよびそのサービスを管理するための基盤

ファイアウォール内および Web からのアクセスセキュ リティ

このセクシ ョ ンでは、 次の作業について説明します。

57 ページの 「eDirectory の管理」

57 ページの 「eDirectory ツ リーのプランニング」

58 ページの 「ユーザとグループの作成」

eDirectory の管理

iManager は NNLS 1.0 eDirectory 管理ツールで、 eDirectory のすべての管理作業とほとん
どの NNLS コンポーネン トの管理作業に使用されます。管理作業には次のよ うなものが
あ り ます。

eDirectory オブジェク トの作成

eDirectory オブジェク トの管理

eDirectory における NNLS サービスコンポーネン ト制御の設定と管理

他の NNLS コンポーネン ト管理ツールへのアクセス

iManager の使用方法の詳細については、 『Novell iManager 2.0.x 管理ガイ ド』 を参照して
ください。

eDirectory ツリーのプランニング

ネッ ト ワークに eDirectory がインス トールされていない場合は、 NNLS をインス トール
する前に eDirectory ツ リーのプランニングとデザインを行う こ とが重要です。

eDirectory を初めて使用する場合は、 『Novell Nterprise Linux Services ラボガイ ド』 の
「IeDirectory のプランニングの概要」 を参照して ください。

eDirectory の使用方法の詳細については、 『Novell eDirectory 8.7.3 インス トールガイ ド』
の 「Novell eDirectory の Linux へのインス トールまたはアップグレード」 を参照してく
ださい。
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ユーザとグループの作成

NNLS のコンポーネン ト を使用するには、 システム上のユーザを表すユーザオブジェク
ト を作成する必要があ り ます。また、Linux User Management コンポーネン ト と Samba コ
ンポーネン トの場合は、 ユーザを割り当てるこ とができる LUM グループオブジェク ト
を作成する必要があ り ます。

通常、 これらの基本的なオブジェク トに加えて、組織の構造を表し、ユーザ、グループ、
サーバ、 プリ ンタ、 その他 eDirectory で管理する リ ソースの管理に役立つコンテナオブ
ジェク ト と して機能する部門オブジェク ト を使用して、 ツ リー構造を組織化する と便利
です。

eDirectory のコンテナオブジェク ト 、 グループオブジェク ト 、 ユーザオブジェク ト を作
成するための基本的な指示については、 『Novell Nterprise Linux Services ラボガイ ド」 を
参照して ください。

必要となる可能性がある各種のオブジェ ク ト の説明、 作成、 管理の詳細については、
『Novell eDirectory 8.7.3 インス トールガイ ド』 を参照してください。
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7 アイデンティティ管理サービス

Novell® NterpriseTM Linux Services (NNLS) のアイデンティティ管理サービスでは、 Novell
eDirectoryTM を利用しています。 このサービスを使用する と、組織のセキュ リ ティ を向上
させ、 管理コス ト を削減するこ とができます。 

このセクシ ョ ンでは、 次の項目について説明します。

「DirXML スタータパッ ク」 (59 ページ )

「Linux User Management (LUM)」 (59 ページ )

「パスワード管理と Samba のパスワード」 (61 ページ )

DirXML スタータパック

NNLS には DirXML® スタータパッ クが含まれており、NT ド メ イン、Active Directory* ド
メ イン、 eDirectory ツ リーに保存されている情報の同期をサポート します。 また、 フル
機能のDirXML製品に添付されているその他のディ レク ト リおよびデータベースの評価
用ド ライバも含まれています。

DirXML を使用する と、 次のこ とを実行できます。

ユーザオブジェク ト を eDirectory にインポートする

互いに同期している複数のデータベースにすべてのユーザデータ ( パスワードを含
む ) を保存する

あるシステムのデータが変更される と、 DirXML はその変更を検出して、 定義されてい
るビジネスポ リシーに基づいて他の接続されているシステムに通知します。

概要、プランニング、インプリ メ ンテーショ ンに関する手順については、『 DirXML スター
タパッ ク 1.0 ラボガイド 』 を参照してく ださい。

Linux User Management (LUM)
Linux User Management を使用する と eDirectory ユーザを作成でき、 これによって NNSL
サーバにアクセスできるよ うにな り ます。 eDirectory ユーザの作成は、 次のいずれかが
NNLS のインプリ メンテーシ ョ ンに当てはまる場合に必要とな り ます。

Linuxワークステーシ ョ ンまたはNNLSサーバ上で、loginやftpなどのPAM対応サービ
スにアクセスしているユーザを eDirectory で認証する必要がある。

ネッ ト ワーク上のWindowsユーザに対して NNLSサーバ上で Samba ファ イルサービ
スを提供している。

60 ページの 図 11 に、 NNLS の Linux User Management サービスが NNLS サーバに対す
るアクセスを制御する方法を示します。
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図 11 Linux User Management (LUM) の動作

61 ページの 表 4 に、 LUM をインス トールする と制御できる各種の PAM 対応サービス
の機能を示します。図 11 に示すよ うに、 NNLS のインス トール中に LUM がサポート さ
れるのは login コマンドだけです。

他の PAM 対応サービスを LUM ユーザがアクセスできるよ うにするには、NNLS のイン
ス ト ールプロセスでプラ ンニングする必要があ り ます。 詳細については、 『Novell
Nterprise Linux Services インス トールガイ ド』 の 「Linux User Management」 を参照してく
ださい。
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表 4 LUM で制御される PAM 対応サービス

パスワード管理と Samba のパスワード

NNLS 1.0 では、 eDirectory ユーザはデフォルトで自分のパスワードを変更できます。 

NNLS ディ ス ト リ ビューシ ョ ンの Samba ファ イルサービスをインス トールした場合、
Samba のパスワードが eDirectory のパスワード とは別に保存されるこ とを知っておく必
要があ り ます。 

Samba アカウン ト を持っている eDirectory ユーザは、 eDirectory と Samba のパスワード
を同期させるために Virtual Office を使用してパスワードを変更する必要があ り ます。他
の方法を使用して eDirectory のパスワードを変更する と、 Samba のパスワードが自動的
には変更されません。

Sambaのパスワードが同時に変更されるよ うに eDirectoryのパスワードを変更するには、
次の手順に従います。

1 Web ブラウザのアドレスフ ィールドに次の URL を入力して、Virtual Office を起動し
ます。

http://IP_or_DNS/vo
IP_or_DNS は、 NNLS サーバの IP アドレスまたは完全 DNS 名です。

2 変更中のアカウン トの eDirectory のユーザ名とパスワードを使用して、Virtual Office
にログインします。

3 パド ロ ッ クアイコン ( ) をク リ ッ ク します。

コマンド 実行場所 役割

ftp 別のホスト NNLS サーバ ( この場合はリモートホスト ) との間でファイルを転送する。

login NNLS サーバ、または NNLS
サーバとの SSH セッション内

直接的に、または NNLS サーバとの SSH セッションで NNLS サーバにログ

インする。

passwd NNLS サーバ、または NNLS
サーバとの SSH セッション内

eDirectory のパスワードを変更する。

rlogin 別のホスト NNLS サーバ ( この場合はリモートホスト ) にログインする。

rsh 別のホスト NNLS サーバ ( この場合はリモートホスト ) 上でコマンドを実行する。

sshd 別のホスト セキュリティ保護された暗号化接続をNNLSサーバ (この場合はリモートホ

スト ) との間で確立する。

su NNLS サーバ、または NNLS
サーバとの SSH セッション内

一時的に別のユーザになる。

多くの場合、一時的に root ユーザになるために使用されます。root ユーザ

は LUM ユーザではないので、LUM の影響を受けません。 
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4 新しい eDirectory のパスワードを入力します。

5 確認のため、 新しい eDirectory のパスワードをも う一度入力します。

6 [Synchronize Samba Password (Samba のパスワード と同期する )] オプシ ョ ンはオンの
ままにしておきます。

7 [OK] をク リ ッ ク します。
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8 管理ツール

このセクシ ョ ンでは、Novell® NterpriseTM Linux Services (NNLS) のコンポーネン ト を管理
するために使用する管理ツールについて説明します。 次の項目について説明します。

「NNLS サーバへのアクセス」 (63 ページ )

「管理ツールの概要」 (64 ページ )

「コマンド ラ インからのサービスの起動と停止」 (65 ページ )

「iManager 設定ウ ィザードの実行」 (66 ページ )

NNLS サーバへのアクセス

インス トールした NNLS サーバにアクセスするには、ブラウザのアドレスフ ィールドに
NNLS サーバの IP アドレスまたは DNS 名を入力します。

http://IP_or_DNS
IP_or_DNS は、 サーバの IP アドレスまたは DNS 名です。

図 12 に、 各種のサービス と iManager へのリ ンクを表示するデフォルトのサーバページ
を示します。

図 12 デフォルトの NNLS サーバページ

重要 : 本書のインプリメンテーションに関するセクションまたは『Novell Nterprise Linux Services ラボガイ
ド』の「NNLS の学習」に従ってサービスをインプリメントするまで、[End User Software ( エンドユーザソ
フトウェア )] リンクにはアクセスしないでください。
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管理ツールの概要

Samba ユーザのホームディ レク ト リの作成を除くすべての NNLS 管理作業は、ブラウザ
ベースのツールを使用して行う こ とをお勧めします。 これによって、 各種の作業を行う
ために必要なすべてのシステムコマンドが正しい順番で実行されます。 また、 実行され
ないコマンド もな くな り ます。

表 5 は、 NNLS 管理ツールにアクセスするためのクイ ッ ク リ ファレンスです。 記載され
ている作業別の指示については、管理ガイ ド と各ツールが管理するサービスのマニュア
ルを参照してください。

表 5 NNLS 管理ツールクイックリファレンス

注 : 他の Novell 製品に詳しい管理者は、ConsoleOne® についての記載がここにあることを期待されているか
もしれませんが、NNLS のコンポーネントで ConsoleOne を必要とするものはないため、ConsoleOne は製
品に含まれていません。

ツール 作業 アクセス方法または URL メモ

eGuide アドミ

ニストレータ

次のものを設定する

LDAP データソース

検索

外観

セキュリティ

http://IP_or_DNS/eGuide/admin

https://IP_or_DNS/eGuide/admin

eGuide アドミニストレータツールの

詳細については、『Novell eGuide 2.1.2
管理ガイド』を参照してください。

iFolder®

管理ツール

iFolder サーバの管理

iFolder ユーザの管理

リソース使用状況の監視

システムレポートの生成

https://IP_or_DNS/iFolderServer/
Admin

http 要求後にホームページは表示さ

れますが、ツールにログインするに
は https 要求および接続が必要です。

iFolder 管理ツールの詳細について

は、『Novell iFolder 2.1 Installation 
and Administration Guide』を参照し

てください。

iManager eDirectoryTM の管理

ユーザやグループなど

のオブジェクトの作成
と管理

NNLS サービスの管理

iFolder 管理ツールと

WebAdminへのアクセス

http://IP_or_DNS/nps/iManager

https://IP_or_DNS/nps/iManager

SSL 接続 (HTTPS) が必要です。 

HTTP要求とHTTPS要求のどちらで

も SSL 接続を確立します。

iManager の使用方法の詳細について

は、『Novell iManager 2.0.x 管理ガイ

ド』を参照してください。

WebAdmin NetMail の管理

Red Carpet デーモン
(Novell Resource 
Management) の管理

http://IP_or_DNS:8018

https://IP_or_DNS:8020

WebAdmin は NetMailTM と Novell 
Resource Management (Red CarpetTM

デーモン ) の管理に使用します。

この URL のいずれかを指定するか

iManagerを使用してWebAdminにア

クセスします。

WebAdmin の使用方法の詳細について

は、『Novell NetMail 3.5 Administration
Guide』を参照してください。
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コマンドラインからのサービスの起動と停止

NNLS のサービスの管理には、 64 ページの 「管理ツールの概要」 で概要を説明したブラ
ウザベースのツールを使用するこ とをお勧めします。 ただし、 コマンド ラインでサービ
スを停止または起動させる必要がある場合は、 次のコマンドを使用します。

/etc/init.d/script_name command
script_name と command は、 それぞれ表 6 の 「スク リプ ト名」 欄と 「コマンド」 欄に記
載されている値のいずれかです。

表 6

サービス スクリプト名 コマンド メモ

Apache Web サーバ novell-httpd start
stop
restart
reload
force-reload

Apache Webサーバ(novell-httpd)は必ず、Tomcat
(novell-tomcat4)が動作しているときに起動して

ください。

eDirectory ndsd start
stop
restart
reload
status

eDirectory (ndsd) を起動するには、eDirectory 
SLP サポート (slpuasa) が動作していることを

確認してください。

eDirectory SLP サポート slpuasa start
stop

通常、eDirectory SLP サポートを停止させる必

要はありません。サポートを停止させる必要が
ある場合は、eDirectory (ndsd) を起動する前に

必ずサポートを再起動してください。

eDirectory SNMP サポート ndssnmpsa start
stop

iPrint novell-idsd

novell-ipsmd

start
stop
reload
status

iPrint を設定した場合のみ実行できます。

Linux User Management namcd start
stop

NetMail novell-netmail start
stop

NetMail (novell-netmail) を起動するには、

NetMailの監査 (novell-naudit)が動作している必

要があります。

NetMail の監査 novell-naudit start
stop
restart
force-reload
status

通常は、このサービスを停止させることはありま
せん。停止が必要な場合は、このサービスを停止
させる前に NetMail を停止させ、NetMail を起動

する前にこのサービスを起動してください。
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iManager 設定ウィザードの実行

『Novell iManager 2.0.x 管理ガイ ド』 の 「RBS のインス トール」 に、 iManager を使用する
前に iManager 設定ウ ィザードを実行する という指示があ り ます。 

NNLS と と もに iManager をインス トールする と、 67 ページの 図 13 に示すよ うに、各種
の役割と タスクが設定されます。

これらの役割と タスクは、 設定ウ ィザードを実行するまでは、 作成したすべてのユーザ
が使用できます。 設定ウ ィザードを実行する と、 役割と管理を使用できるのは、 Admin
ユーザおよび特に指定したユーザまたはグループだけになり ます。

Red Carpet rcd start
stop
restart
status

Resource Management 
(Red Carpet)

novell-rmrcdlink start
stop
restart
status

デーモンで使用する IPアドレスを変更した場合

は、このスクリプトを１度実行する必要があり
ます。

Samba novell-smb start
stop
restart
reload
force-reload

Samba CIFS サポート novell-winbind start
stop
restart
reload
force-reload

Tomcat novell-tomcat4 start
stop
restart
condrestart

WebAdmin novell-webadmin start
stop

サービス スクリプト名 コマンド メモ



管理ツール 67

    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  15 April 2004

図 13 iManager の役割とタスク

iManager の詳細については、 『Novell iManager 2.0.x 管理ガイ ド』 を参照してください。
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9 認証と LDAP

このセクシ ョ ンでは、 NNLS のユーザ認証について説明します。 次の項目が含まれてい
ます。

「NMAS」 (69 ページ )

「NNLS のインス トール時に作成されたサービス認証設定の変更」 (69 ページ )

「証明書情報」 (72 ページ )

NMAS
NNLS の主要なアイデンティティサービスコンポーネン トである Novell® Modular 
Authentication Services (NMASTM) は、 スマート カードやトークンなどの付加的な認証方
法を eDirectoryTM と組み合わせるこ とによってネッ ト ワーク内の情報を保護します。 

NMAS を使用する と、 次のこ とをユーザに要求できます。 

自分の身元を提示する

自分が提示した身元にまちがいないこ とを証明する

接続を継続させるために、 操作を行っていないと きにも定期的に応答する

NMAS の使用方法の詳細については、 『Novell Modular Authentication Services (NMAS) 2.3
Administration Guide』 を参照してください。

NNLS のインストール時に作成されたサービス認証設定の変更

インス トール時に、NNLS のサービスおよび関連する管理ツールは認証のために eDirectory
サーバを参照するよ うに設定されます。 

表 7 で概説された手順を実行するこ とによ り、各サービスまたはツールの認証設定を変
更するこ とができます。

表 7 サービスの認証設定の変更

NNLS コンポーネント 説明

DirXML® スタータパック DirXML を設定および管理するための認証は、iManager によって処理されます。

eGuide eGuide 認証は、iManager の Virtual Office プラグインによって管理されます。

iFolder® 『Novell iFolder 2.1 Installation and Administration Guide』の「Replacing a User LDAP Server for
a Linux-Based iFolder 2.1.2 Server」を参照してください。



70   Novell Nterprise Linux Services 概要・プランニング・インプリメンテーションガイド

    Novell Confidential                                                                                            Manual (JPN)  15 April 2004

iManager 標準的な UNIX のエディタを使用して、/var/opt/novell/iManager/nps/WEB-INF/
PortalServlet.properties ファイルの「System.Directory/Address=」というエントリを修正します。

たとえば、次のようになっているとします。

System.DirectoryAddress=10.1.1.1\:636

これを次のように変更します。

System.DirectoryAddress=10.1.1.2\:636

iPrint 標準的なUNIXのエディタを使用して、/etc/opt/novell/iprint/httpd/conf/ipp.confの「AuthLDAPURL」
というエントリを修正します。 

たとえば、次のようになっているとします。

AuthLDAPURL "ldaps://10.1.1.1/o=acme???(objectClass=user)"

これを次のように変更します。

AuthLDAPURL "ldaps://10.1.1.2/o=acme???(objectClass=user)"

Linux User Management 標準的な UNIX のエディタを使用して、/etc/nam.conf ファイルの「preferred-server=」というエ

ントリを修正します。

たとえば、次のようになっているとします。

preferred-server=10.1.1.1

これを次のように変更します。

preferred-server=10.1.1.2

NetMailTM NetMail では、NNLS サーバと同じサーバにインストールした eDirectory によってユーザを認証

する必要があります。

NetStorage NetStorage 認証は、iManager を使用して管理します。ファイルアクセス (NetStorage) 役割の認

証ドメインタスクに関するオンラインヘルプを参照してください。

Samba 標準的な UNIX のエディタを使用して、/etc/opt/novell/samba/smb.conf の「ldap server=」とい

うエントリを修正します。

たとえば、次のようになっているとします。

ldap server=10.1.1.1

これを次のように変更します。

ldap server=10.1.1.2

Virtual Office Virtual Office では、iManager の LDAP 設定を利用します。

WebAdmin (RCD 管理 ) 71 ページの 「WebAdmin ( リ ソース管理プラグイン ) のサービス認証設定の変更」 を参照してく

ださい。

NNLS コンポーネント 説明
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WebAdmin ( リソース管理プラグイン ) のサービス認証設定の変更

WebAdmin で使用する eDirectory サーバの IP アドレスを変更するには、次の手順に従い
ます。

1 NNLSのサーバコンソールで次のよ うに入力してWebAdminをシャッ トダウンします。

/etc/init.d/novell-webadmin stop
2 次のよ うに入力して、 WebAdmin をアンインス トールします。

/opt/novell/bin/webadmin uninstall fdn_admin_name password 
fdn_admin_name は管理者の完全識別名 (「 cn=admin.o=novell」、「 admin.novell」 など )、
password は管理者のパスワード です。

3 /etc/mdb.conf とい う ファ イルを作成して、 次の行を記述します。

driver=mdbds referral=IP_or_DNS

IP_or_DNS は、 ターゲッ ト となる eDirectory サーバおよびレプリ カの DNS 名または
IP アドレスです。

WebAdmin を同じサーバ上にあるレプリ カと通信させるために、 /etc/mdb.conf ファ
イルを削除します。

4 WebAdminを再インス トールし、次のよ うに入力して正しいWeb設定オブジェク ト を
作成します。

/opt/novell/bin/webadmin install fdn_admin_name password 
fdn_admin_name は管理者の完全識別名 (「 cn=admin.o=novell」、「 admin.novell」 など )、
password は管理者のパスワード です。

5 次のよ うに入力して、 正しいポート を WebAdmin に割り当てます。

/opt/novell/bin/webadmin -x -p:http_port -s:https_port fdn_admin 
password

http_port と https_port はそれぞれ HTTP および HTTPS で使用するポート ( デフォル
トの 8018、8020 など )、fdn_admin_name は管理者の完全識別名 (「cn=admin.o=novell」、
「admin.novell」 など )、 password は管理者のパスワードです。

たとえば、 次のよ うに入力します。

/opt/novell/bin/webadmin -x -p:8018 -s:8020 admin.novell mypassword

iManager の Novell Resource Management スナップインは、設定に関係なく正しいポー
ト を検出します。

6 次のよ うに入力して、 WebAdmin を起動します。

/etc/init.d/novell-webadmin start
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証明書情報

このセクシ ョ ンでは、 NNLS の各コンポーネン トで使用する認証用の証明書について説
明します。 

Apache

NNLS と と もにインス トールされる Apache Web サーバは、 デフォルトでは LDAP ク ラ
イアン ト と して設定されません。/etc/opt/novell/httpd/conf/httpd.conf ファ イルでは、LDAP
セクシ ョ ンの終りがコ メン ト アウ ト されています。 これを変更するこ とによ り、 LDAP
認証を有効にして設定を行う こ とができます。 このファ イルでは、 サーバの認証用に
.B64 または .DER 証明書のいずれかを参照できます。 

HTTPS 接続を有効にするために、NNLS のインス トール時に OpenSSL を使用してデフォ
ルトの証明書が作成され、 Tomcat で使用できるよ うに JVM* (keytool) に追加されます。

eGuide

eGuide では基本的に iManager と同じ メカニズムを使用しますが、keystore 内に証明書が
ない場合にはサーバから証明書を取得しません。

iFolder

Novell iFolder では、「 SSL なし 」 または「 サーバ認証で SSL」 のいずれかを使用できます。
iFolder の証明書管理の詳細については、『 Novell iFolder 2.1 Installation and Administration
Guide』 を参照してく ださい。

iManager と Virtual Office
Virtual Office では、 iManager がインス トールおよび設定されている必要があ り ます。 ど
ちらの製品も、 SSL を利用して LDAP を使用します。 つま り、 LDAP との通信はすべて
暗号化されます。 

ただし、サーバの認証を設定していない場合、iManager はサーバから証明書を取得して、
その証明書を暗号化に使用します。

サーバの認証を設定した場合、 管理者は Java keytool ツールを使用して、 サーバからエ
クスポート した証明書を JVM CACerts keystore に追加できます。 

iPrint

iPrint は、 デフォルトではユーザ認証を必要とするよ うには設定されません。 これは、
iManager を使用して変更できます。 詳細については、 『Novell iPrint Administration Guide
for Novell Nterprise Linux Services』 の 「Setting Up a Secure Printing Environment」 を参照し
て ください。
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Linux User Management (LUM)

LUM は、 /var/nam で証明書を探します。 証明書には、 IP.cer または DNS.der とい う名前
が付けられています。 IP と DNS はそれぞれサーバの IP アドレスおよび DNS 名です。

証明書が提供されていない場合、 LUM は自動的に証明書を取得します。 

/etc/nam.conf ファイルを編集して、 証明書ファイルの名前を変更した り、 ファ イルシス
テム上にある別のディ レク ト リに証明書の場所を変更できます。LUM では、 .der ファ イ
ルが使用されます。

NetMail

NetMail では、 同じサーバで動作している eDirectory をユーザ認証に使用します。

Samba

Samba では OpenLDAP を使用するので、 証明書管理では OpenLDAP の証明書管理機能
を使用します。

Samba 用に NNLS をインス トールしよ う とする と、.B64 証明書の場所を入力するよ う要
求されます。 インス トールしているのが新しい eDirectory ツ リーの 1 番目のサーバであ
り、 その LDAP サーバをユーザ認証に使用する場合を除いて、証明書の場所を指定する
必要があ り ます。

重要 : 証明書のファイル名に空白を含めることはできません。

証明書の場所を指定する と、証明書は /etc/ssl にコピーされ、証明書を参照してサーバ認
証に SSL を使用するよ うに /etc/opt/novell/openldap/ldap.conf が変更されます。

インス トールが完了した後で、ldap.conf ファ イルを編集して SSL を使用しないよ うにす
るか、 外部の CA から取得した別の証明書を参照するよ うに変更できます。
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IV 参照情報

このセクシ ョ ンには、 次の NNLS の参照情報が含まれています。

付録 A 「NNLS ユーザサービスのク イ ッ ク リ ファレンス」 (77 ページ )

付録 B 「NNLS での Samba サポート 」 (79 ページ )

付録 C 「Apache Web サーバと Tomcat サーブレッ ト コンテナ」 (83 ページ )
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A NNLS ユーザサービスのクイックリファレンス

表 8 は、 NNLS の各サービスにアクセスする方法をネッ ト ワークユーザに知らせるため
のクイ ッ ク リ ファレンスです。

表 8 NNLS ユーザサービスのクイックリファレンス

サービス アクセス方法または URL 備考

eGuide http://server_ip_address_or_dns_name/eGuide

https://server_ip_address_or_dns_name:443/eGuide

iFolder® http://server_ip_address_or_dns_name/iFolder

https://server_ip_address_or_dns_name/iFolder

iFolder に対してセキュリティ保護

された HTTP 接続を行っている場

合、セキュリティ保護されたポー
トを指定する必要はありません。

iPrint http://server_ip_address_or_dns_name/ipp

https://server_ip_address_or_dns_name:443/ipp

NetMailTM http://server_ip_address_or_dns_name:52080

https://server_ip_address_or_dns_name:52443

NetStorage http://server_ip_address_or_dns_name/NetStorage

https://server_ip_address_or_dns_name:443/NetStorage

Samba Windows エクスプローラでネットワークドライブをマップします。

Internet Explorer で Web フォルダを作成します。

Virtual Office http://server_ip_address_or_dns_name/vo 必要な場合は、HTTPS およびセ

キュリティ保護されたポート (443)
を指定できます。どちらの URL で

も、NNLS サーバとのセキュリティ

保護された接続が確立されます。
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B NNLS での Samba サポート

このセクシ ョ ンでは、 NNLS で提供される Samba について説明します。

概要

Samba について

Sambaは、Linux コンピュータなどのプラ ッ ト フォームで Microsoft SMB/CIFS ネッ ト ワー
クプロ ト コルを使用できるよ うにする一連のツールです。 

Samba を使用する と、Linux コンピュータを次のものと して機能させるこ とができます。

Windows サーバ : Windows のファイルサービス とプリ ン トサービスをエンドユーザ
に提供します。

Windowsクライアント: サービスを提供するのがWindowsサーバであるかSambaをイ
ンス トールした Linux サーバであるかに関係なく、 Windows のファイルサービス と
プ リ ン トサービスにアクセスしてそのサービスを使用します。 

NNLS における Samba のインプリ メンテーシ ョ ンでは、 Windows ク ライアン ト ワーク
シートで作業をしているエンドユーザに Linux サーバから認証を受けたファイルサービ
スを提供するこ とに重点を置いています。

NNLS での Samba について

NNLS でインス トールされる Samba は、 次の機能を実現するよ うに設定されます。

NNLSに含まれている Linux User Management (LUM) を使用して eDirectoryTMにSamba
ユーザを作成する。

ホームディ レク ト リ を自動的に作成して、LUMユーザがシェルプロンプト から NNLS
サーバに初めてログにしたときに適切なファイルアクセス権を自動的に割り当てる。

Sambaサービスにアクセスしよ う とするユーザに対して、NNLSのインス トール時に
指定された eDirectory データベースに対するセキュ リティ保護された LDAP を使用
して認証を受けるこ とを要求する。

このマニュアルでは、 eDirectory の LDAP サーバをユーザ認証に使用するために Novell
が Samba を OpenLDAP ク ライアン ト と して設定した方法に重点を置いて説明していま
す。 Samba の詳細については、 82 ページの 「その他の情報」 に記載されている リ ンクを
参照してください。
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コンポーネント

NNLS で提供される Samba は、 以下のセクシ ョ ンで説明する RPM および設定ファイル
から構成されています。

Samba の RPM
NNLS には、 Novell がカスタマイズしたバージ ョ ンの Samba パッケージ (novell-samba-
2.2.8a...) が含まれています。 

Samba の規格に従って、 -with-ldapsam および -with-ssl という スイ ッチを追加し、Red Hat
RPM を再コンパイルして、 Samba ユーザにセキュ リティ保護された LDAP 認証サポー
ト を提供しています。

smb.conf 設定ファイル

LSB (Linux Standards Base) の要件に従って、 NNLS サーバの /etc/opt/novell/samba ディ レ
ク ト リに Samba 設定ファイル (smb.conf) を配置しました。

Novellによる Sambaのインプリ メンテーシ ョ ンでは、表 9で説明するエン ト リが smb.conf
ファイルに含まれている必要があ り ます。 

表 9 smb.conf ファイルの必須エントリ

セクション エントリ名 説明 デフォルトまたは例

[global] ldap admin dn = Samba 共有ファイルに対するアクセスを要求したユー

ザのアカウント情報を取得するために eDirectory の

LDAP サーバに接続する際にSamba が使用する識別名

(DN) を指定します。

インストール時に指定した DN のパスワードは、イン

ストールプロセスで暗号化され、NNLS サーバ上の秘

密の場所 (secrets.tdb) に保存されます。 

eDirectory で DN の名前を変更した場合、このファイル

で指定した名前も変更する必要があります。

DN のパスワードを変更した場合、smbpasswd コマン

ドを使用して新しいパスワードを保存する必要があり
ます。詳細については、82 ページの「Samba のパス

ワード」を参照してください。

例 :ldap admin dn = 
cn=admin,o=novell

ldap ssl = LDAP サーバ (eDirectory) との通信に Samba が SSL を

使用するかどうかを指定します。

セキュリティ保護された LDAP では、on を指定する必

要があります。

デフォルト :ldap ssl = on

ldap port = Samba と LDAP サーバ (eDirectory) との間のセキュリ

ティ保護された LDAP 通信に使用するポートを指定し

ます。

セキュリティ保護された LDAP 通信に異なるポートを

使用するネットワークの場合、この値を変更できます。

デフォルト :ldap port = 636
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ldap server = LDAP サーバのホスト名を指定します。 

完全 DNS 名または IP アドレスを使用できます。 

例 :ldap server = 
nnls.provo.novell.com

デフォルト :ldap server = i.i.i.i

i.i.i.iは eDirectoryサーバの IPア

ドレスです。

security = セキュリティモードを指定します。 

この値は、「user」に設定する必要があります。 

詳細については、www.samba.org を参照してください。

デフォルト ( 必須 ):
security = user

encrypt passwords = Windows クライアントから取得したパスワードを暗号

化するかどうかを指定します。 

この値は、「yes」に設定する必要があります。 

詳細については、www.samba.org を参照してください。

デフォルト ( 必須 ):
encrypt passwords = yes

workgroup = Samba サーバが加入 ( 存在する場合 ) または作成 ( 新
しい名前の場合 ) する Windows のワークグループを指

定します。 

例 :workgroup = mygroup

デフォルト :
workgroup = workgroup

netbios name = セキュリティ保護された LDAP 認証に使用する LDAP
(eDirectory)サーバのLDAP名およびコンテキストです。

例 :netbios name = 
cn=nnls,o=novell

[homes] comment = Windows クライアントの [ ネットワークコンピュータ ]
で Samba サーバ名の後に表示する名前を指定します。

このエントリと次の 2 つのエントリを指示どおり設定

した場合、ユーザのホームディレクトリに対して個別
に共有ファイルを指定する必要がなくなります。

デフォルト :
comment = Home Directories

browseable = すべてのホームディレクトリを [ ネットワークコン

ピュータ ] に表示するかどうかを指定します。

デフォルト :browseable = no

writable = ユーザがファイルを作成および修正できるようにする
かどうをか指定します。

デフォルト :writable = yes

セクション エントリ名 説明 デフォルトまたは例
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ldap.conf 設定ファイル

Linux 上の Samba では、 OpenLDAP ク ライアン ト ラ イブラ リの libldap.so と libldap_r.so
を使用します。 ldap.conf は、 OpenLDAP の設定ファイルです。 

LSB (Linux Standards Base) の要件に従って、 NNLS サーバの /etc/opt/novell/openldap ディ
レク ト リに ldap.conf を配置しました。 

NNLS サーバを既存のツ リーにインス トールする場合、 SSL を使用するには NNLS のイ
ンス トール時にルート認証局証明書を指定する必要があ り ます。これによ り、NNLS サー
バ上の ldap.conf ファ イルには、 次のよ うな証明書関連のエン ト リが作成されます。

TLS_CACERT /etc/ssl/certname.cert

TLS_REQCERT demand

新しいディ レク ト リ ツ リーにインス トールする場合、 ldap.conf ファ イルには次のエン ト
リが作成されます。

TLS_REQCERT allow

ldap.conf ファ イルの詳細については、ldap.conf のマニュアルページを参照してください。

iManager でのユーザの作成

ユーザの作成には iManager ユーティ リ ティの使用をお勧めします。 iManager を使用し
ない場合は、 Linux User Management の各種のコマンド ラ インユーティ リ テ ィ を実行し
て、 ユーザを LUM グループに割り当て、 Samba 用のパスワードを設定する必要があ り
ます。

Samba のパスワード

NNLS のインス トール後に eDirectory ユーザを作成する と、 デフォルトでは、 これらの
ユーザは LUM ユーザと しても作成され、 eDirectory のパスワードが Samba のパスワー
ド と して割り当てられます。 ユーザが後で eDirectory のパスワードを変更する場合は、
Virtual Office で利用できるパスワード変更機能によって変更を行い、[Synchronize Samba
Password (Samba のパスワード と同期する )] オプシ ョ ンを選択しておく必要があ り ます。

その他の情報

Samba の起源、 目的、 機能の詳細については、 次のリ ンクを参照してください。

www.samba.org (http://www.samba.org)
www.openldap.org\samba-2.2.8\docs\htmldocs\Samba-LDAP-HOWTO.html

 (http://www.openldap.org)
www.unav.es/cti/ldap-smb/ldap-smb-2_2-howto.html

 (http://www.unav.es/cti/ldap-smb/ldap-smb-2_2-howto.html)
www.google.com/grphp (http://www.google.com/grphp)

http://www.samba.org
http://www.openldap.org
http://www.unav.es/cti/ldap-smb/ldap-smb-2_2-howto.html
http://www.google.com/grphp
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C Apache WebサーバとTomcatサーブレットコンテナ

Novell® NterpriseTM Linux Services (NNLS) 1.0 には、 Apache Web サーバ 2.0.48 と Tomcat
サーブレッ ト コンテナ 4.2.28 が含まれています。 どちらもデフォルトでインス トールさ
れ、 eGuide、 iManager、 Novell iFolder®、 iPrint、 Virtual Office などの製品によって使用さ
れます。 カスタマイズされた Apache モジュールと Tomcat Web アプリ ケーシ ョ ンも、 こ
れらの製品で使用するためにインス トールされます。

Apache のビルドは Apache Foundation の Web サイ トにあるもので、 Apache Worker MPM
(Multi-Processing Module) を使用してコンパイルされています。MPM の詳細については、
Apache.org の Web サイ トにある「Multi-Processing Modules (http://httpd.apache.org/docs-2.0/
mpm.html)」 を参照して ください。

Tomcat のビルドは、jakarta.apache.org の Web サイ トにあるバイナリの tarball を直接使用
しています。

このセクシ ョ ンでは、 次の項目について説明します。

「Apache または Tomcat がすでにインス トールされている場合」 (83 ページ )

「Apache の設定」 (84 ページ )

「Tomcat の設定」 (85 ページ )

「Apache と Tomcat の起動と停止」 (86 ページ )

「複数の Apache のインスタンスの管理」 (87 ページ )

Apache または Tomcat がすでにインストールされている場合

Apache または Tomcat がすでに動作しているサーバに NNLS をインス トールする と、 す
でにインス トールされていたものが無効になり、 これらで使用していた標準のポートは
NNLS バージ ョ ンの Apache および Tomcat で使用するよ うに再割り当てされます。 

NNLS をインス トールした後でそれまでにインス トールされていたサービスを使用する
には、 新しいポート番号を割り当てて、 起動時に動作するよ うにも う一度有効にする必
要があ り ます。 
ヒント : 起動時に Apache を実行するには、使用している Linux ディストリビューションのランレベルエディ
タを使用します。

http://httpd.apache.org/docs-2.0/mpm.html
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Apache の設定

Apache の管理は、 基本的に Apache 設定ファイルにあるディ レクティ ブの値を変更する
こ と によって行います。 これは、どのプラッ ト フォームにも当てはまり ます。たと えば、
サーバでスタッ ク オーバーフローエラーが発生して、 スレッ ド のスタッ ク サイズを大き
く する必要があると 判断した場合は、/etc/opt/novell/httpd/httpd.conf を開き、ThreadStackSize
ディ レク ティ ブを探し、 よ り 大きい値のスタッ ク サイズを指定して、 設定ファ イルを保
存します。

NNLS では、 設定ファイルは /etc/opt/novell/httpd ディ レク ト リに保存されます。 デフォ
ルトのドキュ メン トルートは /var/opt/novell/httpd/htdocs に設定されます。

ディ レクティブに加えて、 Web サーバの基本機能を拡張するために Apache モジュール
が使用されます。 NNLS に含まれている複数の Novell 製品について、特別に作成された
Apache モジュールを使用する必要があ り ます。 たとえば、 Novell iFolder をインス トー
ルする と mod_ifolder が、 Novell iPrint をインス トールする と mod_ipp が使用されます。

Apache の設定と管理の詳細については、Apache.org の Web サイ トにある 「Apache HTTP
Server Version 2.0 documentation (http://httpd.apache.org/docs-2.0)」 を参照してください。

http://httpd.apache.org/docs-2.0
http://httpd.apache.org/docs-2.0
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Tomcat の設定

Tomcat 管理ツール (Tomcat Admin と呼ばれます ) は、Apache Foundation が作成した Web
ベースの管理ツールです。 Tomcat Admin を使用して Tomcat に対して行った変更は、
Tomcat の再起動時に変更が有効になるよ う永続的に保存するこ と も、現在のセッシ ョ ン
のみに適用するこ と もできます。 

Tomcat Admin のユーザの定義

セキュ リティ上の理由で、NNLS で Tomcat Admin を使用する前に、tomcat-users.xml ファ
イルを変更する必要があ り ます。

1 /etc/opt/novell/tomcat4/tomcat-users.xml ファ イルを開きます。

2 既存のユーザを検索するか、 新しいユーザを定義します。

3 定義したユーザの役割セクシ ョ ンで 「admin,user」 と入力します。

4 tomcat-users.xml ファ イルに対する変更を保存して、 ファ イルを閉じます。

5 Tomcat を再起動します。

86 ページの 「Apache と Tomcat の起動と停止」 を参照してください。

Tomcat Admin にログインする と きは、変更または定義したユーザのユーザ名とパスワー
ドを使用します。
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Tomcat Admin へのアクセス

1 Web ブラウザのアドレスフ ィールドに、 次のよ うに入力します。

https://domain_name/admin/
domain_name の部分は、 サーバのド メ イン名または IP アドレスに置き換えます。

重要 : URL の終りにスラッシュ記号 (/) を入力する必要があります。この記号を入力しないと、「404 Not
Found」エラーが発生する可能性があります。

2 ユーザ名とパスワードの入力を要求されたら、 tomcat-users.xml ファ イルで指定した
ユーザ名とパスワードを入力します。 

Tomcat Admin の詳細については、 『Tomcat Administration Tool documentation (http://
java.sun.com/webservices/docs/1.0/tutorial/doc/Admintool.html)』 を参照してください。

設定ファイルと Web アプリケーションディレクトリの場所

Tomcat の設定ファイルおよび Web アプリ ケーシ ョ ンディ レク ト リの場所は、 プラ ッ ト
フォームによって異なり ます。 

NNLS では、設定ファイルは /etc/opt/novell/tomcat4 ディ レク ト リに保存されます。デフォ
ルトの Web アプリ ケーシ ョ ンディ レク ト リは、 /var/opt/novell/tomcat4/webapps に設定さ
れます。

Apache と Tomcat の起動と停止

Apache またはTomcatを起動または停止するためのコマンド も、プラ ッ ト フォームによっ
て異なり ます。

NNLS で Apache を起動または停止するには、次のようにします。

Apache を起動するには、 Linux のコマンドプロンプ ト を開いて、 「/etc/init.d/
novell-httpd start」 と入力します。

Apache を停止するには、 「/etc/init.d/novell-httpd stop」 と入力します。

NNLS で Tomcat を起動または停止するには、次のようにします。

Tomcat を起動するには、 Linux のコマンドプロンプ ト を開いて、 「/etc/init.d/
novell-tomcat4 start」 と入力します。

Tomcat を停止するには、 「/etc/init.d/novell-tomcat4 stop」 と入力します。

http://java.sun.com/webservices/docs/1.0/tutorial/doc/Admintool.html
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複数の Apache のインスタンスの管理

重要 : Apache Manager を使用するには、NetWare® 6.5 サーバをインストールしてネットワーク内で動作さ
せる必要があります。

ネッ ト ワーク内にある複数のプラ ッ ト フォームで複数の Apache のインスタンスを動作
させている場合 ( 「サーバファーム」 と呼ばれる場合があ り ます )、 Apache Manager を使
用する とすべてのインスタンスを制御できます。 Apache Manager は Novell が支援する
オープンソフ ト ウェア製品で、1 つの場所からすべての Web サーバに対するアクセスお
よび制御を可能にします。

図 14 Apache Manager の単一サーバおよび複数サーバ管理ページ

Apache Manager によって設定ファイルを変更する と、人為的な ミ スの可能性が少なくな
るため、 時間を節約でき、 不要なフラス ト レーシ ョ ンをな くすこ とができます。 また、
企業のフ ァ イ アウ ォールを通し て接続するためのア ク セス権があ る場合、 Apache
Manager を使用する と、 遠隔地であっても、 インターネッ トでアクセスできる場所であ
ればどこからでも Apache を制御できます。

Apache Manager アプリ ケーシ ョ ンは、NetWare 6.5 上で動作します (NetWare 6.5 に含まれ
ています )。 各 Linux サーバに Apache Manager デーモンをダウンロード してインス トー
ルする必要があ り ます。

Apache Manager の詳細については、 『Apache Web Server Administration Guide for NetWare 
6.5 (http://www.novell.com/documentation/japanese/nw65/web_apache/data/a7hjvxo.html)』 の
「Installing the Apache Manager Daemon on Windows or Linux (http://www.novell.com/
documentation/japanese/nw65/web_apache/data/an7c52l.html)」 を参照して ください。

http://www.novell.com/documentation/lg/nw65/web_apache/data/a7hjvxo.html
http://www.novell.com/documentation/japanese/nw65/web_apache/data/a7hjvxo.html
http://www.novell.com/documentation/japanese/nw65/web_apache/data/a7hjvxo.html
http://www.novell.com/documentation/japanese/nw65/web_apache/data/a7hjvxo.html
http://www.novell.com/documentation/japanese/nw65/web_apache/data/an7c52l.html
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